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令和８年度森町議会予算等審査特別委員会（第３日目）

令和８年３月９日（月曜日）

                             開議 午前１０時０１分

                             延会 午後 ４時１４分

〇議事日程

  １ 議案第２１号 森町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

    議案第２２号 森町公民館条例等の一部を改正する等の条例制定について

    議案第２３号 森町生活館等条例の一部を改正する条例制定について

    議案第２４号 森町介護予防・地域支え合い事業条例の一部を改正する条例制定

           について

    議案第２５号 森町職員の特殊勤務手当に関する条例及び森町会計年度任用職員

           の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定につ

           いて

    議案第２６号 森町過疎地域持続的発展市町村計画について

    議案第２７号 公の施設に係る指定管理者の指定について（ちゃっぷ林館）

    議案第２８号 公の施設に係る指定管理者の指定について（トマト集出荷選果施

           設）

    議案第２９号 令和８年度森町一般会計予算

    議案第３０号 令和８年度森町国民健康保険特別会計予算

    議案第３１号 令和８年度森町後期高齢者医療特別会計予算

    議案第３２号 令和８年度森町介護保険事業特別会計予算

    議案第３３号 令和８年度森町介護サービス事業特別会計予算

    議案第３４号 令和８年度森町港湾整備事業特別会計予算

    議案第３５号 令和８年度森町ホタテ未利用資源リサイクル事業特別会計予算

    議案第３６号 令和８年度森町国民健康保険病院事業会計予算

    議案第３７号 令和８年度森町水道事業会計予算

    議案第３８号 令和８年度森町公共下水道事業会計予算

〇出席委員（１２名）

   １番 伊 藤   昇 君      ２番 河 野 文 彦 君

   ３番 髙 橋 邦 雄 君      ４番 河 野   淳 君

   ５番 山 田   誠 君      ６番 野 口 周 治 君

   ７番 斉 藤 優 香 君      ８番 千 葉 圭 一 君

   ９番 佐々木   修 君     １０番 加 藤   進 君

  １２番 東   隆 一 君     １３番 松 田 兼 宗 君
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〇欠席委員（０名）
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開議 午前１０時０１分

    ◎開議の宣告

〇委員長（伊藤 昇君） おはようございます。ただいまの出席委員数は11名です。定足

数に達していますので、委員会が成立しました。

これより予算等審査特別委員会を開会します。

    ◎議案第２１号ないし議案第３８号

〇委員長（伊藤 昇君） 議事に入る前に申し添えます。

同一の項目についての質疑ですが、３回を超えることのないよういま一度ご承知おきい

ただき、議事進行にご協力くださいますようよろしくお願い申し上げます。

それでは、予算書140、141ページ下段、款６農林水産業費、項３水産業費をお開きくだ

さい。140、141ページ中段から142、143ページ下段、項３水産業費、目１水産業総務費、

質疑ございますでしょうか。

〇委員（松田兼宗君） １点聞きたいのですが、渡島管内さけ・ます増殖事業協会負担金

で102万のところの絡みなのですが、これだけサケの回帰率が悪くなってきているというの

は水温の関係だという話はなっているのだけれども、まだ増殖事業というのはやられてい

るわけですよね。そして、やっているほうの道、渡島になるのか、多分道のほうになると

思うのですが、その辺の考え方というか、回帰率が悪くなった原因というのは水温ばかり

ではなく、いろんな要因がもちろんあるのだろうとは思うのだけれども、そういうのとい

うのは研究成果というか、その辺というのは出されているのでしょうか。今後の在り方と

して考え方を変えていかなければならないのではないかなと思うので、ちょっとその辺お

願いします。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

サケ、マスにつきましては、近年非常に漁獲量が減っていまして、執行方針にも書いた

とおりですけれども、確かに水温というのは、それだろうというふうに成果は出ています

けれども、ちょうど北海道のほうもこの危機的な状況を鑑みて新たにサケ、マスの協議会

を設置していますので、私たちも渡島も含めて道のその協議会に参画しながら情報を得て

進めてまいりたいと思います。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 情報はもらえばいいのだけれども、道の方針というのは一定の方

向性というか、放流の数を増やすとかという、例えば対応策として考えあるのでしょうか、

そういうの。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えします。

様々な視点で道のほうも、水温も含めた関係を調査しながら具体的な対策を緊急に進め

るということでしたので、もちろん情報は得ながら、私たちも渡島のさけ・ます増協に参

画しておりますので、そちらと並行して進めていきたいと思っております。
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以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） ほかに質疑ございますでしょうか。よろしいですか。

（「なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） 次に、142、143ページ下段から144、145ページ上段、目２水産

業振興費、質疑ございますでしょうか。

〇委員（山田 誠君） 145ページ、ここに資源増大対策事業補助金あるわけですけれども、

毎年見ていれば金額がちょっと少な過ぎるのでないかなということで、もう少しナマコに

しても、ホタテにしても、昆布にしても、やはり徹底した対応を取っていかないと増殖に

つながっていかないと。私なぜこういうことを言えるかといったら、これを水揚げしたも

のを加工屋さんが買っていくわけです。加工屋さんが買っていくということは、そこに使

われている女工さん方が毎日、毎年仕事があるということの認識で今加工屋さんのほうに

行っているわけです。これは、一つの森町の産業形態の流れだと思っています。だから、

これについてはやっぱり組合等に対しても徹底した助言をしてやるべきだろうと、私はい

つもそう思っています。私も水産にいたことあるのですけれども、今年駄目だから来年は

うまくいく、来年駄目だから今年またうまくいかない。何か後追いしている。後追い。無

駄な経費なのです。だから、そうでなくて、やっぱり漁師の方はそういうことを知ってい

るはずなのです。ホタテにしても、ナマコにしても、特に砂崎方面などは流砂が激しいの

で、その辺の砂を止めないとそこに住みつかないという欠点があるわけ。そういうことを

きちっと組合の方、漁師の方は承知していますので、そういうことをきちっと指導して生

産性を上げて森町の漁業振興のために頑張ってもらえればなと持っていますけれども、い

かがでしょうか。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

山田委員、資源増大に関してですけれども、森漁協の分は昨年度と同様金額とさせてい

ただいております。もちろん予算の編成前には漁業協同組合とお話をしながら計上した金

額、量でございます。もう一つ、砂原漁協の分ございますけれども、特に資源増大、ホタ

テ貝放流の件でございますけれども、御覧のとおり事業費が大まかに上がっております。

理由としましては、令和７年、砂原漁協でホタテの稚貝放流ができなかったということで、

令和８年、令和９年、２か年でその分といいますか、大きくやっていきたいという要望が

ございました。特に森町と漁協分のみならず、北海道の補助金も使いながら、この８年、

９年で大きく進めていきたいという話がありましたので、それを含めて予算計上させてい

ただいております。

委員おっしゃっておりました資源増大につきましては、毎年継続で行っておりますけれ

ども、ある一定の成果もございますし、もちろん漁協の要望事項でもあります森町として

その分できるだけ支援しながら進めてまいりたいと思いますし、先ほどおっしゃっていま

した漁業者、加工業者、３次事業で流通もございますので、その点と点が線になれば森町

の振興になると思っております。
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以上です。

〇委員（千葉圭一君） 145ページの負担金補助及び交付金の森漁協養殖ホタテ稚貝安定的

販路構築事業補助金についてお尋ねいたします。

この事業補助金につきましては、昨年度はこの補助金は出ていなかったと思いますけれ

ども、安定的に稚貝を求めていかないとまずいということは今回の件でよく分かりました

ので、この補助金は必要だなとは十分思います。今現在その安定的な販路というのは確定

しているのであれば、どこからというふうに考えているのかお教え願えればというふうに

思います。

それと、もう一点、先ほど海水温の問題を言っていましたけれども、単純に海水温が低

いところから稚貝を持ってきて森のこの噴火湾に出しても死んでしまうことはないのか、

それよりも一旦冷たい海水温を慣らすのにどこかに中間なところ、貯蔵するとか、そうい

ったことは、安定的に生きて放流できるような考え方が持てないのか。ただ補助金を出す

だけでは、販路をつくって持ってきても死んでしまったら何もならないので、その辺はい

かがでしょうか。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

まず、１点目、販路先についてでございます。結論から申し上げますと販路先は決定し

ておりまして、森漁協から宗谷地方とオホーツク地方に向けて販路を確定していると聞い

ております。

２点目ですけれども、この事業に関しましては、委員おっしゃるとおり新たな事業でご

ざいまして、今まで海温の変化でホタテの貝毒の数値がよく出るのです。なかなか予測困

難で安定的にホタテ稚貝が取れなかったということもございまして、森漁協で新たな取組

として取り組む事業でございます。Ｒ７年度、稚貝がよかったこともありまして、そのよ

かった部分を販路で逆にこちらから搬出するという事業でございます。それが宗谷地区と

オホーツク地区でございまして、その販路に伴う資材が必要となることでこのたび町で支

援するものでございます。

以上です。

〇委員（髙橋邦雄君） 145ページの資源増大対策事業補助金なのですけれども、この事業

としては継続してまず続けていかなくてはいけない事業だと考えております。そこで、稚

ナマコ、ホタテ、昆布等、投石事業もやっておるのですが、現状やっぱり毎年水揚げとか

生産量もそんなに大きく変化している状況ではないと思うのですが、現状今浜のほうすご

くヘドロもたまっている状況の中で、分析としては鉄分の不足、ＣＯ２等関係しているの

ですけれども、これ現状毎年そこの部分も考慮して考えていかないと、例えば生態関係の

中で磯焼けを少し改善できるような方法があれば、これは例えばナマコにしろホタテにし

ろ、いろんな関係性がプラスになってくるというような研究もあると思うのです。そこの

部分の中、この事業を推進して始めるに当たってそこの部分の協議とか、こういうような

ことをして生産量を上げましょうというような、話合いの中であるのかどうかお聞きしま
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す。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

髙橋委員、資源増大の、特に昆布のほうだと思うのですけれども、先ほど来私のほうか

ら申し上げていまして、漁協といろいろ話しながら進めている事業でございます。ただ、

投石事業のみならず、ほかに民間企業でいろいろ、特に昆布について養殖、いろんな研究

等々進めている企業もございますので、そこ等の話も私たち耳にしております。１つのや

り方のみならず、様々なやり方あると思いますので、そこはいろんな話を聞き入れながら、

もちろん漁業者、漁協と協議しながら進めていきたいと思っております。

以上です。

〇委員（髙橋邦雄君） 今昆布投石の件なのですけれども、現状ここも継続して続けるこ

とは、投石事業大事だと思うのですけれども、今回スーパーアンカーを打って海面状況で

下げたり上げたりというので養殖事業するのですけれども、ほかに今民間企業さんという

話も出ていますから、ほかの養殖のやり方もあると思うのです。そこの部分も考慮しなが

ら、この森の浜に合ったやり方というのが、いろんな方法があると思うのです。そこの部

分、今民間企業さんとどのように話ができているのか、もし答えれる部分であればお答え

ください。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

髙橋委員からほかのやり方もということでしたので、確かに民間企業も様々な自らの手

法を考えながらご提案いただいているケースもございます。私たちももちろん森町に合っ

たやり方があれば少し広げながら進めていきたいと思っていますし、やっぱりこれはある

程度時間がかかる問題だと思いますので、１年、２年で成果が出たものをすぐ取り入れる

ということはなかなか厳しいと思いますので、少し長い目で見て進めていきたいと思って

おりますので、ご理解願いたいと思います。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） 同じく145ページの資源増大のところで１つお聞きしたいのです。

砂原漁協では以前もホタテの稚貝の放流をしていて、今回道の負担が入ったので、以前

は事業者負担というのがあったと思うのです。それで、今回はないのですけれども、これ

２か年で道の補助金が入るということで、その後というのはやはり事業者負担というのが

また入ってくるのかというところをお聞きしたいのと、あとその下のサステナブルチャレ

ンジなのですけれども、令和７年から見ると100万円ほど減っているのですけれども、その

減った理由を教えていただきたいというのと、あと森漁協鮮度保持施設整備の補助金なの

ですけれども、以前町民がそこの氷を買うことができて大変都合がよかったりしたのです

けれども、今回この工事に当たってまた町民が使えるようなことになるのかを教えてくだ

さい。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

まず、１点目の資源増大事業、砂原漁協分のホタテ稚貝の放流関係です。先ほど申し上
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げたとおり、令和８年、９年を主体として大きく事業を広げていくというお話はさせてい

ただきました。これも７年度にできなかった分を８年、９年でやっていくという方針でご

ざいます。当初から事業者負担、事業者負担というのは漁協負担です、ございましたし、

令和８年度に関しては補助金は使いますけれども、もちろん町の支援と事業主体でありま

す砂原漁協さんも負担するということになっております。

２点目です。サステナブルチャレンジ事業につきましては、令和８年度は令和７年度に

比べて100万円減額しております。これもご承知のとおり日本製鉄さんと行っている事業で

ございまして、先般日本製鉄さんとお話もさせていただきまして、先般って予算編成の前

です、話しさせていただきまして、令和８年度に関してはもちろん多大なる事業費を日本

製鉄さんにやっていただいている、プラスアルファ令和８年度に関してもその100万分も事

業者の負担としてやりますというお話の中で町の負担は100万減とさせていただいた経緯

でございます。

あと、３点目です。森漁協の製氷機の関係でございますけれども、現時点で私たちお話

聞いているのは、あくまでも事業主体、実施主体であります森漁協さんのほうでできた氷

を事業として使うのがメインであるということがありまして、現段階では町民のほう、以

前のように町民のほうに氷を提供といいますか、するお話は聞いておりません。

以上でございます。

〇委員（斉藤優香君） ということは、サステナブルチャレンジは規模が小さくなるわけ

ではなく、維持ということですか。これいい事業であればもっと大きく、ここで下げるの

ではなく、ではもうちょっと事業を大きくしてもらおうとかという、そういう相談とかは

なしで、ただ同じ事業を費用を減らしてもらったということになりますか。

それと、できれば氷が使えるようにぜひ交渉して、負担金を出すのであれば町民も使え

るような形に持っていってもらえるととてもいいなと思います。

それとあと、町長の執行方針にもサーモンの養殖事業ということが出ていたのですけれ

ども、それに対しての町の何も今のところは出てきていないのですけれども、それに関す

る負担金とか何かというのはまだ発生しないということでしょうか。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

まず、１点目です。日本製鉄さんとのサステナブルのボリュームの関係ですけれども、

令和８年度に関しても令和７年度の投石のボリュームは変わらず、事業費負担が現在とな

っているものでございます。

２点目です。製氷機の氷の関係ですが、あくまでもこれはやっぱり国の補助金がまず入

るということが大原則でして、国の補助金が入るということはあくまでも事業性がメイン

になってきますので、先ほど申し上げたとおり現段階では事業に使うということで、町民

向けの氷についてはやらない、現段階ではやらないという方向で聞いております。

３つ目です。サーモン事業についてですけれども、委員おっしゃるとおり執行方針に書

かせていただきまして、近年大きなサケの不漁から、回遊魚を取る事業から育てる事業と
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いうことで変わってきております。その背景も踏まえてサーモンについても養殖事業の検

討です。検討に入る前に、まず海域の試験等々がございますので、それから進めるという

方向で聞いておりますし、町としてはその方向性が決まってからどのように支援できるか、

それがお金なのか、相談なのか、アドバイスなのか、どういう取組ができるか今後構築し

てまいりたいと思います。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 同じくサステナブルチャレンジ事業のことでお伺いしたいのです

けれども、先ほど答弁の中にあったように、日鉄室蘭さんには社会貢献というところで多

大なご協力をいただいてこの事業成り立っているのかなというふうに思うところあるので

すけれども、それで持ちつ持たれつではないのですけれども、日鉄さんで様々な製品も作

製していると思うのですよ、大きいものから小さいものまで。例えば水産課担当の部署で

既にもう町外から購入しているような石材であったら室蘭さんの製品を使うとか、そうい

うところの気配り的なものは考えたことがあるのかというところと、これ町長にお伺いし

たいのですけれども、話一緒なのですけれども、結構粗骨材的なものも生産して森町の事

業所で小売用にストックしているのもあるのです。例えばそういうものを町として、全部

とは言いません。一部でも例えば協力というか、そういう持ちつ持たれつの関係といいま

すか、そういうところの気配りもあったらいかがかなと思ったものですから質問しました。

お願いします。

〇委員長（伊藤 昇君） 暫時休憩します。

休憩 午前１０時２３分

再開 午前１０時２４分

〇委員長（伊藤 昇君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

私のほうから１点目のほうの答弁させていただきます。この事業につきましては、委員

ご存じのとおり、おおむね５年の実証でして、令和８年度で４年目となります。その間モ

ニタリングも含めて成果としてはきている事業でございまして、委員おっしゃるその他の

製品いろいろとということですけれども、日本製鉄さんのグループいっぱいありますので、

そちらの製品についても私たち聞いておりますし、実際カタログ等で目にしております。

今後ある程度本格的な事業が進むようになりましたらそのような製品も可能な限り成果の

出るものを入れていければと思っていますし、プラスアルファ投石のみならず、魚礁ブロ

ック、藻礁ブロック等も目にしておりますので、相乗効果で使っていければなと思ってお

ります。

以上です。

〇町長（岡嶋康輔君） お答えいたします。
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具体的には今鉄鋼スラグという名称も委員のほうから出ましたけれども、基本的に企業

様と連携して行う事業については、やはり副次的な効果として様々な双方の困り事をお互

いの立場でコミュニケーションというか、接点を持って、本当に意見交換をする場が非常

に増えるというのがメリットだと思っています。その一つとして今町内の事業者が利用を

しているというか、ストックしている、鉄鋼スラグという名前も出ましたけれども、この

場で特定なものに関してどうのこうのというところは申し上げられませんけれども、今課

長からも説明ありましたとおり、非常に大きな企業でございますし、同じ港湾、私たちの

ほうは地方港湾で向こうは重要港湾ですけれども、そういった意味合いにおいても非常に

いろいろな知見ですとか情報交換、そしてちょうど今朝ですか、新聞にも出ておりました

けれども、洋上風力関係の投資が室蘭港において行われるといった、そういうような情報

も入ってきております。同じ港湾同士、そして海の中で行うそういったサステーナブルに

関する事業に関しても、今までと同じように情報交流も含めてお互いの町にとってウィン

・ウィンになれるような、そういった事業として発展させていこうと私は認識として思っ

ております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 同じところなのですが、資料ナンバーでいうと39番、40番です。

それで、資源増大に関しては水揚げの関係で、先ほどサケ、マスの話の絡みもあるのです

が、例えば昆布に関して言うと全道的に将来周辺から、海域から昆布自体がなくなるだろ

うというふうなことも言われているわけです。その中で、昨年においては陸奥湾において

ホタテが壊滅状態になっているという中で、例年同じ魚種に用地増大、資源増大をしよう

とするのは分かるのだけれども、青森のほうではもう既にホタテから別なものに切り替え

る方向でも考え始めているところがあるわけです。とすれば、当然この魚種の絡みからす

ると別な魚の話になるのか、先ほどサーモンの話も、養殖の話も出ていましたけれども、

それを含めて今後そういうようなことを何か考えているのでしょうか、新たなことで。ほ

か漁協も含めてそういう動きがあるかどうかは分からないですけれども、もしそういう情

報があればちょっとお知らせいただきたいと思います。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

資源増大の関係ですけれども、先ほど来ホタテの放流の話はさせていただきました。Ｒ

６年、稚貝が悪かったことで地まきのほうこれから広げていくというお話をさせてもらっ

たのですけれども、基本ホタテ養殖についてはやっぱり軸になると思いますので、水温の

上昇等々もございますけれども、ここは粘り強く進めていきたいと思っておりますし、新

聞にも出たのですけれども、今まで水温の上昇の原因と思われておりました黒潮大蛇行、

それが終了したということになっておりますけれども、そこに向けて今年、来年等々少し

ずつはその影響が出てきて回復するものと推測しておりますし、その辺も含めてこの資源

増大関係につきましては粘り強く行っていきたいと思っております。

以上です。
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〇委員（松田兼宗君） なかなか町単独でどうのこうという話にはならなくてとは思いま

すけれども、そういうふうな別なものに替えていくという方向性はやっぱり変わらないの

だと思うので、情報を早くその辺はキャッチしながら進めていただければいいのかなと思

います。

それで、もう一つ、製氷機の話です。製氷機の話が資料を見ると３か年計画なわけです。

魚種が、ほかのブリとか、ハマチとか、そういう方向に変わってくる中で氷の使う量が増

えているという話がなっているのだけれども、これ３か年計画ではなくて何で単年度で、

実施設計初年度やって本体の工事を２年先にしてしまうのですか。早急に、急ぐべきこと

だと私は思うわけです。とすれば、これを前倒しして今年度の事業で製氷機作ってしまう

のだというふうな形にしないと対応できないのではないですか。もう来年、２年になった

らどういうふうになっているか分からない状態だと思うのです。その辺がどういう事情で

こういう計画になるのでしょうか、その辺ちょっとお聞かせください。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

まず、１点目の資源増大につきましてですけれども、確かに漁業に関しましては町がメ

インプレーヤーではございませんですし、プレーヤーでございます漁業者、それを取り巻

く漁協のほうと再度協議しながら、町としてどういうふうに進めていけるのか、どう支援

できるのかということを協議しながら進めてまいりたいと思います。

２点目です。製氷機の３か年計画についてでございますけれども、これにつきましては

資料にございますように国の補助金が入るということで、あくまでも計画的にというのが

大原則となっておりますし、資料のとおり令和８年度につきましては実施設計を行い、令

和９年度で工事ということになっておりますので、その辺も鑑みながらご理解いただけれ

ばなと思っております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 製氷機の話なのですが、どうしてこういうふうに、不思議に思う

のです。ほかの事業でもそうなのだけれども、国の事業ってそういう形のものしかできな

いのですか。緊急の場合だと、事態だと思うのです。これだけ魚種が変わって氷を多く使

うということがもう分かって、機械の調子が悪くなってきているわけです。そうすれば、

早急に対応するのが当然だと私は思うわけです。だから、そういうのというのは漁協自体

からの要望というか、そういうのは強い働きかけというのがあって、当然それに対して国

に働きかけて、こういう状態だから急いでやらなければならないのだという事情を話しな

がらやっていけばできないことはないのではないの、来年度の予算でという気もするので

すが、実施設計だけですよ、最初の年。あと何もないです。図面、机の上でやる仕事だけ

です。それを１年かけてやって、その次に続いて作るのだというような、１年後に。そう

いうのんびりした事業のやり方でいいのでしょうか。いかがですか、その辺。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

この事業に関しましては、先ほど来国の補助金というお話がございますけれども、水産
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庁のヒアリングありまして、森漁協のほうでかなりの協議を経て現在に至っているところ

でありますし、やはり先ほど来言っていますように、国の補助入る関係には計画性がなけ

れば駄目だと。もちろん松田委員おっしゃっている緊急性は私もかなり承知しております

けれども、Ｒ９年度に工事に入れるということを鑑みるとこのスケジュールでもやむを得

ないのかなと思っております。

以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） ほかに質疑ございますでしょうか。よろしいですか。

（「なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） 次に、目３水産施設管理費、質疑ございますか。

〇委員（斉藤優香君） 17の備品購入費になります。資料ナンバーで43なのですけれども、

このホイールローダー的には全然、もう古いからということなのですけれども、私この後

ろに写っているその施設のひどさというかに驚いて、これはこのまま放置していていいも

のなのかというところが気になったのですけれども、そこをお願いします。ちょっと予算

には関係ないかもしれないのですけれども。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

ホイールローダーの購入というより後ろの写真の施設の関係でしたと承知しておりま

す。まず、この水産系の副産物の再資源化施設、非常に老朽化が進んでおりまして、今の

写真のみならず、ほかの場所も実際老朽化しております。全てを直しながら、修正しなが

ら進めていけることに関しましては理想でございますけれども、今委員おっしゃっていた

とおり、限られた財源でどれだけできるかということを毎年私たちも予算化する前に協議

をしておりますし、この建物の老朽化、改修よりもまずはご提案いたしておりますホイー

ルローダー、これがないと肥料化ができませんので、まずはここをやらせていただきたい

ということで計上させていただいた次第でございます。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） ごもっともだと思いますので、これから計画的に、では次どれを

直していくとかというのをやはりやっていかないことには、壊れてから直すのであればま

たお金も時間もかかったりとか、あとは働いている方たちの安全も関係してくると思いま

すので、どうぞご配慮をしていただければと思います。

〇委員長（伊藤 昇君） 要望の類いの発言はちょっと考えていただきたいと思います。

〇委員（河野文彦君） 貝殻処理のところで何点かお伺いしたいと思います。

今回4,100万ほどの予算ということで、歳入を見ると半分弱は実際排出する方々のご負担

というのは分かりました。それで、今回の予算の中での処理の方法というのですか、太平

洋セメントさんのセメント資源化というところは、私も多少どういった形で処理されて、

どういった形で再資源化されていくかというところは大体理解しているのですけれども、

セメントの原料というのは消石灰作るために結構何でも燃やせるというか、太平洋セメン

トですと峩朗鉱山で出る石灰石の中にほかのものを混ぜて燃やしてもらっているというの
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は十分理解できます。ただ、この上の２件、粉砕して何か再資源化するような形なのかな

というふうに思うのですけれども、この上の２件に関してはイメージとして町がぜひこれ

使ってください、一部お金も出しますので、原料としてこれを使ってくださいというお願

いをしなければならないようなものなのか、それともこの上の２件の業者さんは再処理し

たものを、またそれを何かご商売に使われるのでしょうけれども、町の負担として単純に

原料を提供するだけでできないのかというところをお聞きしたいと。分かりますか、質問。

まず、そこをお願いします。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

ホタテ貝殻処理のご質問です。１点目、まず資料の予算の金額の下、２ポツ目に北海道

スカラップという記載がございます。括弧して粉砕処理と書いておりますけれども、こち

らに関しては委員ご指摘のとおり町のほうで粉砕処理をこちらにお願いして事業者のほう

でそれを使うと、転用するということになりますので、町からお金を払って処理していた

だくという点になります。

その上に、１つ目のポツです。日本タルク（超微粉砕加工）と記載しております。こち

らに関しましては、町広報紙にも記載しておりますけれども、当町のホタテの貝殻をこの

日本タルク、苫小牧に工場があるのですけれども、そちらに運搬しまして、記載のとおり

すごく細かく粉砕いたします。ミクロン単位まで粉砕します。もっと申し上げますと通常

ホタテ貝殻再資源化するときには一応焼くのですけれども、この会社は独自の工法で焼か

なくてそのまま粉砕できるということで、先ほど申し上げたとおりパウダー化できる会社

でございます。そのパウダー化になったことで様々なホタテ貝殻の再利用の可能性が広が

ってきております。こちら新聞にも出たかと思うのですが、パウダー化したものとプラス

チックを混ぜてマスターバッチという商品ができまして、それをある電機メーカーの会社

と連携しまして電気の保護材、トラフです、そのプラスチック製品に使われておりますし、

なおかつプラスチック製品の今後の可能性も高まってきておりますので、町でお金は出し

ますけれども、再資源化、再利用の可能性が広がるものでございます。

以上でございます。

〇委員（河野文彦君） 生産、加工としては言ってしまえば廃棄物になるわけですけれど

も、それを様々な形で再資源化といいますか、価値のある形にしていくというのは大変い

い取組だし、これからも必要だと十分思うのですけれども、やはり町としては何とか町で

予算かけて処理してもらうではなくて、同じ廃棄物、廃棄物というか再資源する原料でも

あわよくば無償で引き取ってもらえる、もっと言えば有価物として買い取っていただける

ぐらいの取組が今後は求められていくのかなというふうに思うのです。そういったところ

で、そういう例えば調査だとか、貝殻そのまま引き取ってもらうだけではなくて例えば道

のリサイクル品の何か認定を取るための粒度をそろえて１次粉砕した状態で引き取ってい

ただくとか、何かそういうもう一歩踏み込んだ取組がなければ町の財政にも大きな負担に

なっていくのかなというふうに思うのですけれども、そういった取組、調査研究をしてい
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るか、今後していくという考えがあるかをお願いします。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

ホタテ貝殻の再資源のご質問でございます。従来も町でコンクリートということで活用

させていただいておりますけれども、そのほかの使い道としても先ほど申し上げたとおり

貝殻をパウダー化することで現在実験的に行っている事業がございまして、これも新聞に

ちょっと出たと思うのですが、そのパウダー化したホタテ貝殻を水質浄化剤、汚水をなる

べく浄化して、通常有価物といいますか、リン、窒素等を排除して水に戻すという試験的

なことも現在行われておりますし、委員おっしゃるとおりなるべく副産物を有価物として

できるように町としても取り組んでいるところでございます。時間軸としてもちょっと時

間かかるかもしれませんけれども、なるべくお金をかけずに、将来的には有価物として活

用できるような取組もどんどん広げていきたいなと思っております。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 同じく同じページの作業車両の購入、ホイールローダーです。資

料を見ていて、故障が頻発というところなのですけれども、稼働時間でいけばアワーが１

万四千何がしと、私たちの業界でいけば大体３万時間超は使えますので、随分早く傷んだ

なというふうに思って見ていました。故障の頻発で修繕費をかけるよりは買い換えたほう

が早いというような判断だったのでしょうけれども、どうなのですか、例えば結構アクセ

ルの回転数の負荷なんかでも寿命は短くなったりはするのですけれども、やっぱり使用環

境というのかな、要はさびだとか塩害というところが大きかったのかどうかというところ

を確認させてください。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

委員おっしゃるとおり、こちらの施設、ホタテ貝殻を肥料化する施設で使用しておりま

して、おっしゃるとおり確かに塩分はもともと多いかなと思っておりますし、肥料を作製

するにも様々なホタテの付着物とかございますので、環境よい、悪いというよりも、そう

いう物質的なものがある関係上、なかなか劣化しやすいと推測しておりますし、時間に関

しても３万アワーとお聞きしましたけれども、やはり使う頻度がすごく多くて毎日朝から

夕方まで常に使っておりますので、この時間帯でなっております。

あと、１号車、これ１号車と書いておりますけれども、あと２号車、３号車ございます

ので、更新計画を随時考えながら、なるべくかぶらないように適宜判断しながら、計画性

を持って更新できればなと思っております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 委託料のところの肥料等分析業務委託の水産系副産物肥料製造作

業委託料のところでちょっとお聞きしたいのですが、肥料分析の結果というのは、毎年や

っているわけですよね。それというのは公表か何かされているのでしょうか。そして、そ

の結果というのは、例えば実際にこの作った肥料というのは町内でも販売されているし、

作っているところのばんけいが、今もばんけいだと思っているのですが、販売に苦慮して
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いる話をよく聞く、前はあったのですが、今もそういう同じ状態が続いているのか。そし

て、実際町内での販売実績というのはどの程度なのかということをちょっとお聞きしたい

のですが。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

肥料分析の関係ですけれども、こちらに関しては年３回検査、分析しておりまして、そ

の都度必要な部署に提出しておりまして、検査を受けております。

あと、肥料の実績ですけれども、2,000袋を、Ｒ７年度まだ見込みですけれども、実績と

してございます。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） だから、2,000袋、それ町内の話でしょう。町内の販売実績という

ことを言っていて、その推移というか、増えているか減っているかも含めて、今手元に資

料あるかどうかちょっと分からないけれども、その辺があれば教えていただきたいのと、

全体的な販売実績、過去においては私が記憶しているのではかなり苦慮していた、この作

ったばんけいが。だから、その話というのは今も同じ状態になっているのか。そして、さ

らに町内でどの程度農業者に使ってもらっているのかも含めてお知らせください。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

ばんけいのほうで独自に作って販売している部分のご質問だと思いますが、町内の農業

者、大口と言ったらちょっとあれですけれども、大きくやっている農業者のほうに毎年多

くこの肥料を購入していただいております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 多分手元に資料がないのだと思います。後でその辺お知らせくだ

さい。

それで、どうなのですか。一般向けに売られているわけですよね。一般向けと農業者、

別の扱いだと思っているのだけれども、その辺の話というのはどの程度、増えているか減

っているとかも含めてそれだけでも今この場でお知らせください。

それと、もう一つ、分析結果というのはその年、その年、年３回やっていると言うけれ

ども、変化というか、違いというのはあるのですか。大体一定した形での分析結果になっ

ているのだろうか。その辺お願いします。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

まず、１点目の試験結果についてですけれども、こっちからすみません。肥料検査の結

果ですけれども、年３回と答弁させていただきまして、季節によって付着物の量が結構変

わってきますので、ピーク時、３月、４月になってきた場合はやっぱり窒素、リンが多い

のですけれども、いずれも基準値内で試験結果収まっておりますので、年３回の中でも数

字はある程度変動するものと思っております。

あと、町内の肥料のサービスにつきましては、先ほど大きな農家さんに買っていただい

ているというお話はさせていただきまして、ボリュームでいきますと3,000立方になります
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し、町民に向けての販売に関しましても、町で条件が合えば配達するということ、サービ

ス行っておりました結果、横ばいから増えてきている状況でございます。

以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） ほかに質疑ございますでしょうか。よろしいですか。

（「なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） 次に、146、147ページ上段、目４排水処理施設費、質疑ござい

ますでしょうか。

〇委員（河野文彦君） 委託料の部分なのですけれども、調査業務です。この調査内容を

見ている限り1,500万というのは随分高い調査費だなと感じたものですから、まずそこをど

ういった積み上げだったのか、どういった見積りの取り方だったのかというのを教えてほ

しいのと、ここに施設の廃止を含めということなのです。今回初めて出てきたキーワード

かなというふうに思うのですけれども、この施設を廃止するということはこれを現在利用

されている、特に民間の方々なんかは代替施設を考えなければならないという事態になる

のですけれども、まだ先の話なのでしょうけれども、ここに廃止を含めたというような記

載がありますので、そういったところをどのように考えているか、あともしよろしければ

この施設を利用する特にこの民間２者の方々は、排水の処理費はどのような形になってい

るのかお願いします。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

まず、１点目、調査業務に係る金額の関係でございます。こちらの見積りに関しまして

は、基本的な調査も含め事業概要に記載しているとおりでございます。特にこの施設がな

くなることでどのような影響を及ぼすかということが一番マストになってきますけれど

も、調査する中で施設がなくなることで多分といいますか、新たな浄化施設が必要となっ

てくると思われます。その辺のソフト面の部分の調査とハード面、施設の設置、その辺を

含めて技術的な調査、設計となることが主なものでございますので、もちろん人件費の高

騰もかなりあって、その部分も鑑みておりますけれども、そのような技術的な調査がある

ということである程度高めな水準となっているものでございます。

あと、２点目の廃止を含めという言葉の中で、この施設、建築してからもう50年ほどた

っているすごく老朽化した施設でございますし、老朽化が一番ですけれども、維持管理費

もその分かかるということで、まずは廃止を含めた検討ということを書かせていただきま

したけれども、調査する中で廃止したほうがいいのか、そのまま維持したほうがいいのか

ということも出てきますし、委員おっしゃったとおり、ほかの民間の２社の事業者がおり

ますので、そことの話合いも並行して詰めていかなければならないと思いますし、なおか

つ町の２つの施設もここに排水、汚水を持ってきておりますので、その進め方、手法もい

ろいろ考えていかなければならないのかと思っております。

以上です。

（何事か言う者あり）
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〇委員長（伊藤 昇君） 答弁漏れ。

〇水産課長（川村勝幸君） 失礼いたしました。３点目です。この施設の使用料に関しま

しては、歳入の排水施設使用料で２社からいただいておりまして、そのほかに、ここご承

知のとおり水産加工団地ということになっていますので、団地の借地料、２点、使用料と

借地料をいただいております。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 例えば操業状況ですとか排水される量とかの調査というのは担当

課でもできるのではないかなというふうに思うのです。最終的な施設あるないに関わった、

例えば環境アセス的な、そういった専門的な調査までするというのであれば致し方ないの

かなというふうに思ったのですけれども、担当課でできるところはできるだけやって、ど

うしてもできない部分だけ委託するというような姿勢で取り組んでほしいなというのをま

ず１点。

それと、やはりここの工業団地といいますか、水産団地みたいな位置づけだと思うので

すけれども、私は本当ここにまだまだよその企業が、他の企業が進出してほしいなという

ふうに思うぐらいの場所なのですけれども、そういった場合にやっぱり排水というのは大

きな問題になってくるのです。なので、廃止したほうがいいという結果が出れば、それは

それで町の判断として致し方ないですけれども、私はやっぱり今後の新たな進出を望んで

というか目指してこういう施設というのは必要なのではないかな、特にあそこはもうそう

いったほかの代替施設もないですし、すぐ海に隣接しているわけですから、何か変な処理

をされると環境破壊につながるというところでこういった施設必要なのではないかなとい

うふうに思ったものですから、廃止という方向にはできるだけ行ってほしくないなという

ところがあるのですけれども、担当としてどう思うかお願いします。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

まず、１点目、担当課でできる部分の調査はというご質問だったと思うのですけれども、

もちろん担当課で持っているデータはございますし、そこも併せながら進めていきたいと

思っています。やはり先ほど申し上げたとおり、新たな浄化施設を造るとなるとそれに見

合った分の設計調査、また水質の、先ほど申し上げたとおりピーク時にどれだけ汚水があ

るか、水量があるか、ただ新たな施設を造るだけではなくて、最終的にそこの新たな施設

を造った、浄化施設です、その後の末端の流末ってまた非常に大事ですので、そこの処理

をどうするか、浸透にするのか、新たな施設を造るのかというところまで調査いたします

ので、物をつけるだけではなくて、その団地を含めたトータルコーディネート、そこも含

めた調査をしていきたいなと思っていますので、少し先を見据えた調査になることをご理

解願いたいと思います。

あと、２点目、ほかの企業の誘致の関係と施設の重要化ということの質問だと思います。

私も河野委員おっしゃるとおり、非常にここ流末のためには必要な施設で、もちろん必要

な施設でございますので、ここ50年ずっと使われてきていますし、必要な施設、さらに必
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要な施設だと思っております。そのようなことも含めて改めて今回の調査でその必要性、

また廃止の方向、様々なケースが出てくると思うのです。町としてその調査をした中で、

判断するに当たり様々なケースが出てきますので、その判断材料を、ぜひこの調査をやら

せていただいて、町としてどのような判断ができるかというものをつくっていければなと

思っております。

以上でございます。

〇委員（河野 淳君） 汚泥処理業務委託と排水処理施設の調査業務委託についてお伺い

します。

たしか私の記憶ではウロ処理施設と昔言われておりまして、ホタテのウロのカドミウム

を電気分解などしてたしか処理していたと思うのですけれども、かなりコストが高過ぎて

処分できないのがかなりたまっていた施設だと思われます。たしか七、八年くらい前でし

たっけ、外部に委託で中にたまっている層を何とか減らしてきて今の現状になっていると

認識しております。この施設、このまま継続するとなると機械の更新しなければならない

わけですけれども、多分カドミウムの分解技術ってかなり高度な技術になって、機械の値

段とかを今後検討していかなければならないと思うのですけれども、ここの部分について

費用対効果といいますか、今現状外部に委託している部分でやったほうが町としては費用

負担が少ないのではないかという検討を多分しなければならないと思います。

最近いろんなコンサルの部分で要らないのではないかという風潮がすごくあるのですけ

れども、現状町職員大量に退職している段階で、こういう現場をできるような中堅職員と

いう数がすごく限られてきていると思っております。職員なら誰でもできるかという話で

はなくて、ある程度事業の経験のあるベテランといいますか、中堅、ベテランの職員とな

ると、やっぱり人件費考えると500万から800万くらいの人件費が目に見えないところでか

かっております。私個人の意見とすれば短期的にそういう事業を振興するのであれば、職

員の張りつけというのが今非常に難しい状態になっている中で、その辺専門的な見地を考

えるのであれば比較検討とか専門分野に任せてしまったほうが長い目で見ると職員の削減

にもつながっているし、費用の低減にもつながっていると思うのですけれども、その辺に

ついてどのくらいのバランスでやっているのかというのと、今後そのウロ処理施設といい

ますか、排水処理施設、廃止というものを考えているということは費用対効果の部分を念

頭に置いているということなのか教えていただければと思います。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

１点目、ウロのお話だと承知しておりますけれども、ウロの処理に関しましては別の施

設、隣にありますホタテ未利用資源リサイクル施設のほうでウロの処理をしておりますの

で、こことは別のお話、特別会計のほうでやっておりますので、ご承知願いたいと思いま

す。

あと、２点目、排水処理の今の費用対効果も含めた検討のお話ですけれども、もちろん

町として、河野委員おっしゃるとおり、技術的な見地のお話を承知しながらしなければい
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けませんので、このような委託をかけておりますけれども、その委託の調査の結果見てか

ら、先ほどと答弁重なりますけれども、いろいろ判断していきたいと思っておりますので、

その辺をご理解願いたいと思います。

以上です。

〇委員（河野 淳君） すみません。私の勘違いでした。北天ハイミールさんとかの排水

を処理する施設を町のほうで工業団地みたいな形で一括して請け負っているというような

認識でよかったでしょうか。

〇水産課長（川村勝幸君） お答えいたします。

河野委員おっしゃるとおり、ここに関しましては先ほど申し上げたとおり水産加工団地

ということで、特に排水処理施設、町の排水処理施設がありまして、記載のとおり企業２

社、町の施設２つ、そこの排水を適正に処理する施設でございます。

以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） ほかに質疑よろしいでしょうか。

（「なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） 次に、160ページをお開きください。160、161ページ上段、款８

土木費、項４港湾費、目１港湾管理費、質疑ございますでしょうか。よろしいですか。

（「なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） 次に、124、125ページ、款５労働費、項１労働諸費に戻ります。

説明員交代のため暫時休憩します。

休憩 午前１１時０７分

再開 午前１１時１５分

〇委員長（伊藤 昇君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

    ◎答弁保留の件について

〇委員長（伊藤 昇君） 次に進む前に、予算書134、135ページ、款６農林水産業費、項

２林業費、目１、役務費、緊急銃猟時補償費用保険料について、その補償内容についての

河野文彦委員からの質疑が答弁保留となっておりました。その答弁を行います。

〇農林課長（寺澤英樹君） お答えいたします。

（「本人いないけど」の声あり）

〇委員長（伊藤 昇君） いなくても始めるしかない。

〇農林課長（寺澤英樹君） 緊急銃猟の実施に伴い発生した第三者の財物損害などに対し

て町が行う損失補償に要する費用を3,000万円を限度に補償する内容となっております。な

お、人的損害は対象外、国家賠償法で対応するとなっていますが、万一の求償に備え、町

のほうでは全国町村会総合賠償補償保険制度にて対応する考えです。
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以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） 質疑よろしいですか。

（「大丈夫です」の声多数あり）

    ◎議案審議続行

〇委員長（伊藤 昇君） そうしましたら、124、125ページ中段、款５労働費、項１労働

諸費、目１労働諸費、質疑ございますでしょうか。

〇委員（斉藤優香君） 冬期就労対策事業委託料に関してなのですけれども、前も言った

のですが、これ冬季に限って、もちろん冬季にお仕事がないということなのかもしれない

のですけれども、この冬季に働けない理由、冬季に仕事がないということがある、もしか

して夏働けない人たちもいるのかなと思って、そういう調査とかというのは行っているの

か。町で花いっぱい運動とか商工労働観光課でもやられていると思うのですけれども、人

が足りないということが言われていますので、そういうところの調査というのは募集の後

にしているのか、ましてや冬であれば雪に左右されることになるので、その仕事の賃金も

左右されていくのではないかなと思うのですけれども、その辺お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

こちら冬期就労対策事業におきましては、冬期間の季節労働者及び冬季の未就労者を対

象とした事業でございます。委員のおっしゃる夏の就労という形の調査はこれまで行って

きたことはございませんけれども、同様に調査する必要ありましたらその辺考えていきた

いなと、そのように考えております。

また、賃金ですけれども、こちらは賃金は会計年度任用職員の給与に準じて設定してお

りますので、賃金体系は説明資料のとおり１万400円という形でなっております。

以上でございます。

〇委員（斉藤優香君） この方たちは、やはり毎年同じ方たちが応募されてくるという認

識でしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

こちらは募集は毎年行っておりますので、季節労働者の方で毎年応募される方もいれば

冬季の間に未就労という形の方もいると思いますので、全く同じ方々が常に就労している

事業ではございません。

以上です。

〇委員（河野 淳君） 同じく労働諸費なのですけれども、この事業、もともとは出稼ぎ

労働者が冬場仕事なくて帰ってきたときに、地元に帰ってきて雇用をある程度維持するた

めのたしか事業だと覚えております。最近出稼ぎ労働者という方は減ってしまって、国の

補助金使えるような事業が今できなくなって、たしか単独事業での冬期就労対策というこ

とでやっていると思われます。ただ、冬に仕事ない方というのはいろいろな産業とかでも

ありますので、そういう方の雇用を支える意味で一定程度の成果は出しているとは思うの
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ですけれども、国の補助金とかがない事業で単独で今現在やっているわけですけれども、

例えばこの事業自体についてこのままでいくのか、それとも人もだんだん減ってきている

ということと受入れ会社もなかなか減っているという中で今後どのような方向性で、ちょ

っと予算とはそぐわないかもしれないですけれども、どのような見通しを持っているのか

お答えいただければお願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

委員おっしゃるとおり、出稼ぎ労働者、季節労働者、令和７年の実績では１割程度であ

るという形で聞いてございます。今後の在り方については検討していくことも考えられま

すけれども、やはりこの冬期就労の事業、作業員の説明会の前に通年雇用の協議会による

セミナー等も行っておりますので、今後は通年雇用のほうに行っていただけるような手段

も取りながら、ある一定期間の未就労者に対する対応として今後も考えながら検討してま

いりたいと、そのように考えております。

以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） よろしいですか、ほかに。

（「なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） それでは次に、目２冬期就労対策事業費、質疑ございますか。

〇委員（河野文彦君） 冬期就労なのですけれども、この事業を行っている経緯は重々承

知しているのですけれども、冬に仕事がないという方々のための支援というのは分かるの

ですけれども、担当課としてそういう方々が一般の企業に就職できるような取組、例えば

資格の取得の助成もそうですし、もしくは冬期間に人材を欲している企業というのもたく

さんあるわけです。そういうところのマッチングですとか、そういう取組も併せて必要で

はないかというようなお話は以前からしているのですけれども、今回そういう取組ってな

されていますか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

先ほどの答弁と少し重なる部分もございますけれども、こういった応募いただいた就労

者のために通年雇用のセミナー等を行ってございます。そのセミナーにつきましては南渡

島通年雇用促進支援協議会のもと、ハローワーク等の職員のほうが通年雇用に対する知識

ですとか、そういったものも含めて通年雇用していただくような取組という部分も行って

ございます。

以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） ほかに質疑ございますでしょうか。よろしいですか。

（「なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） 次に、146ページをお開きください。146、147ページ中段から148、

149ページ上段、款７商工費、項１商工費、目１商工業振興費、質疑ございますでしょうか。

〇委員（千葉圭一君） 147ページ、節18負担金補助及び交付金の森町物産協会補助金の件

についてお伺いします。
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令和７年度につきましては120万ほどのたしか予算計上していたと思われますけれども、

今回300万計上しておりますけれども、この増額理由を教えていただきたいと思います。お

願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

物産協会補助金につきましては、昨年120万円という形で計上してございましたが、昨年

の事業のヒアリング時に実際に行う事業と行わない事業を精査した中で120万という形で

計上させていただいたのですけれども、その後通年のやる事業というものをもう一度確認

したところ、やはり300万、令和６年も300万で計上させていただいている中で、同様の補

助金とすることといたしました。内容としましては、各地区で行われる催し事のかかる経

費等を計上しております。

以上です。

〇委員（山田 誠君） この中で食ＫＩＮＧ市の補助金が110万ありますけれども、年々再

々何か活気がなくなってきているというか、ちょっと疑問視しているのだけれども、その

辺執行者のほうとどういう話しされているか、その辺を伺います。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

食ＫＩＮＧ市の補助金に関しましては、例年同様の補助金額としております。内容につ

いては、年４回の食ＫＩＮＧ市を開催してございます。実行委員会との協議につきまして

は、毎回の食ＫＩＮＧ市の開催前、または終わってからの反省会ということもしてござい

ます。やはり活気の部分を言いますと、天候にも左右されるところはございますけれども、

アンケート調査を行っていく中で町内外から多くの来場者いただいてございます。やはり

求める声というものも多数ございますので、しっかりその辺はもっともっと活気ある食Ｋ

ＩＮＧ市になるように実行委員会、主催のほうとも協議しながら、魅力あるイベントにで

きるように進めてまいりたいと、そのように考えております。

以上です。

〇委員（山田 誠君） いつも参加される企業の方々が決まっているのです。あれではち

ょっと寂しいなというふうに思いますので、この出品される方々の勧誘をやっぱり徹底し

て、森町の物産を紹介するという基本的な理念に基づいた格好でさせるというふうなこと

で業者のほうに強く要望していただければなと思いますけれども、いかがですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

委員おっしゃるとおり、事業者数という部分につきましてはアンケート調査にもござい

ますので、いろんな物産を欲しいという望む声もございます。そういったものをしっかり

実行委員会の中で協議した中で、参加事業者増えるような取組というところも検討できる

ように実施主体と協議してまいりたいと、そのように思います。

以上です。

〇委員（野口周治君） アクラン州、旅費と委託料がありますが、今後のこの事業の展望

はどんなことなのか、どうなっているか教えてください。
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〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

フィリピンアクラン州との森町担い手確保支援事業でございますけれども、こちらにつ

いてはまず実績という形で、まず令和７年度に１人採用予定でございます。ただいま手続

の関係でまだ就労には至っておりませんが、一応実績として１名の予定がございます。こ

の事業に関しましては、事業を始める当初から各事業所の担い手不足、そういったところ

に対応できるようにアクラン州と協定を結んで円滑な人材交流ができるという形で始めて

きたことでございます。我々もこの間いろいろ先方と協議していく中で、やはり今後課題

を解決しなければならない部分というところがございます。当町でいうと雇用者が欲しい

企業をしっかり周知していくこと、またアクラン州ではやはり特定技能で入ってくるとい

う部分がございますので、しっかり日本語教育をした方を送り出すというところの課題も

出てきております。そういった課題を解決しながら、今後展望としましては、やはり森町

の企業様に長く働いていただく外国人の雇用、そういったものをしっかり確保できるよう

にこれからも取り組んでまいりたいと、そのように考えております。

〇委員（斉藤優香君） 同じく今のフィリピンのアクラン州のことなのですけれども、こ

れは何人の方がフィリピンに今回行かれるのでしょうか。アテンド、向こうでそういうコ

ーディネートをもう既に確立して、オンラインでもきちっと面接ができるようにとかして

いかないと、毎年毎年職員が行って、たった１名のためにとかになってしまうし、あと企

業の方、ほかの一般企業というか、普通はどんどん入ってきているではないですか、フィ

リピン人に関しても、どこの国の人たちに関しても。わざわざこのお金をかけて森町がや

るその意味とか、先ほども展望って言いましたけれども、普通に企業の人たちはそういう

外国人の方たちを入れている中で町がやらなければならないって何なのかなというところ

で、日本語が課題だとかって言っていますけれども、これでは事業が進んでいかないし、

もっとやり方というかがあるのかな、毎年毎年職員が行って、何かエージェント業みたい

になっていくのか私はとても心配なのですけれども、企業も今回一企業の人しか希望がな

かったみたいな感じではどうなっていくのかなというところが心配なのですけれども、お

願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、こちらの旅費につきましては、当課職員３名分の旅費、それに伴う現地でのアテ

ンド業務委託料となってございます。委員おっしゃるとおり、今年度、令和７年度におい

て１名の実績という形になっている中で、町内の事業者様においては技能実習生ですとか、

そういった部分で多くの外国人の労働者の方入られているのかなと、そのように思います。

この事業の当初の目的という形でございますけれども、やはり定住していただきながら長

い間企業で働いていただくという形で、最初に特定技能で入っていただくというような形

で進めている事業でございます。その中で、やはり課題となるのが受け入れる企業様、そ

してまたは現地での就労者の日本語力、そういったものが必要となってくるものでござい

ます。事業当初の説明でもさせていただいたのかなと思いますけれども、やはり長い期間
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働いていただくというところにこの事業の目的を置いておりますので、中長期的な取組と

して見ていただきたいなと、そのように考えております。

また、現地に行く必要性等につきましては、やはり国がまたいでございますので、オン

ラインですとか、そういった形でのやり取りはやらせていただいている中でも現地に行っ

てしっかり森町で働いていただくＰＲの活動であったりですとか、あと現地の役所に赴い

て現地の状況、そういったものを、オンラインでは少しできづらい部分というのがやはり

ありますので、そういったところをしっかり確認しながらやっていく必要あるのかなとい

うところで現地への旅費等について計上させていただいておりますので、ご理解お願いい

たします。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） 一般企業の人たちは自分たちで向こうにエージェントというか、

アテンドがあれば普通に行って自分たちで採用してみてくるということをやっているので

すけれども、なぜ職員が３名もいて、１年目で友好とかなんとかというのは済ませてきた、

毎年友好を確認し合わないとならないと思っていらっしゃるのかということと、あとほか

の町なのですけれども、フィリピンと協定を結んで英語の先生を呼ぶみたいな、そういう

のだったら森町に長くいてもらってとかというのもなると思うのですけれども、一企業の

ために森町がここまでお金を毎年出してやる意味というのが何かあまり町民還元になって

いないのではないかなと思うのですけれども、これ毎年こういうふうにして続けていくと

いうことでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

毎年といって令和８年で３年目となりますけれども、一企業だけということではござい

ません。やはりこの協定を基に多くの労働者の方が森町で安定的に働いていただくという

ような形の事業でございますので、そこは友好の覚書締結して終わりではなくて、やはり

その先が大切なのかなというところは現地赴きながら実感しているところでございます。

歩みを進めている段階で、本当はたくさんの実績といいますか、たくさん企業に働いてい

ただく方が来ていただくのが理想なのかなと、そのようには思いますけれども、少し長い

目で見て多くの就労、この協定に基づいた中でフィリピンのアクラン州から多くの就労者

が来ていただけるような取組という部分を、その辺はしっかり見定めながらこの事業を進

めていきたいなと考えております。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） それでは、令和８年度の希望事業者何社ぐらいあって、何人の希

望を出しているのかというところと、あと先ほどの冬期就労にも関係してくると思うので

すけれども、やはり森町で働きたくても働けない人たちもいる中で、外国人をいっぱい入

れて長期就労をしてもらうという中でのバランスも考えていかないと、結局森町の人たち

が働きたくても働き口がなくなってしまう状況というのも考えられてくるのではないかな

と思うのですけれども、その辺りというのは別に気にしていないでこの事業は進んでいく
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ということなのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

令和８年度で希望する事業者につきましては、この後、毎年行っているのですけれども、

事業者を対象とした説明会、そういったものを開催した中で、希望する事業者と調整しな

がら、受け入れられるかどうか、そういったところも判断しながら進めていきたいと思い

ますので、現時点では数値のほうはお答えするものはございませんので、ご理解いただき

たいと思います。

また、町内企業での町内の方の就労とのバランスですけれども、そういった部分はしっ

かりバランスを考えながら就労していただくことが大切なのかなと思っております。その

中でもいろいろな分野において就労者が不足しているという状況をどうにかしようという

ようなことを考えて始めた事業でございますので、そういったバランスはしっかり考えな

がらも町で働いていただける外国人の就労者を確保するというような形で今後も進めてま

いりたいと、そのように考えております。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 何点かお伺いしたいと思います。

まず、行政ポイントの部分、私これもよく聞くのですけれども、令和８年度の予算の中

で行政ポイントの付与はいろんなパターンというか、種類があるのは分かっています。す

ごくいい事業だなと思います。ポイント付与することによって商店会、このポイントに関

係している企業の支援にもなりますし、大変いい事業だなと思う中で、令和８年度のこの

ポイントの中身をちょっとお聞きしたいのですけれども、例えば森町に転入した方に付与

というのがたしかあったかなと思うのです。婚姻届を出された方というのもあったかな、

あと出産もあったかな、もしよろしければこの３つ、何ポイント付与するのか、そしてそ

のポイントを金額換算したら幾らなのか教えていただけますか。

〇委員長（伊藤 昇君） 何点かって言っていましたけれども、よろしいですか、今ので。

（「今ので１点」の声あり）

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

令和８年の予算につきましては、これまでの実績ベースで予算措置させていただいてご

ざいますけれども、まず出生のポイントについては令和６年の実績で１人当たり2,000ポイ

ントの付与で対象が29名となってございます。また、転入については１人1,000ポイントで

266人となってございます。あと、婚姻についてのポイント付与はございません。発行ポイ

ントにつきましては、出生については５万8,000ポイント、転入については26万6,000ポイ

ントをこれまで付与しております。そういった実績を基に令和８年度同様に予算計上させ

ていただいてございます。

以上です。

（「金額にしたら幾らなの、1,000ポイントって」の声あり）

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 2,000ポイントですと1,000円ですので、これが２分
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の１になります。ですので、約17万円ぐらいですかね、２つだと。５万8,000ポイントと26

万6,000ポイントの半分でございますので、16万2,000円でございます。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 今金額ベースでいくと幾らなのって聞いたのが、例えば出生で2,000

ポイントだとこのポイント何か使おうと思ったら1,000円分しかないのです。なので、出生

に関してはほかの部分でも支援されていますけれども、町としてこの分野でのお祝いとい

いますか、そういう思いがあってのポイントだと思うのですけれども、ちょっと少ないの

ではないのという話はずっと前からし続けているのです。例えば転入にしても1,000ポイン

トですと500円相当、ポイントをつくっていただくということは、も～りーくんポイントカ

ードですか、作っていただけるということですから、それを作ってもらうきっかけにする

には大変いいことだと思うのです。ただ、もし転入されてきた方が500ポイントをいただく

のにカードを作って、500ポイントだとちょっと忘れてどこかいってしまったってなり得て

しまう金額ですので、それを継続的にポイントを使用する、または町内の買物の何か寄与

するような使い方をしていただくのであれば、そのきっかけは十分分かるのですけれども、

もうちょっとポイント付与して、町内でそのポイントを使っていただくというような形に

するためにももう少しポイントを増やしたほうがいいのではないのという話は以前からし

ていたのですけれども、そこをどのように思いますか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

ポイント数の部分につきましては、やはりこちらも財政状況、そういった部分をしっか

り考えながら今後につなげていきたいなと考えておりますけれども、委員おっしゃるとお

り町内の商店会で使えるも～りーくんポイントの発行のきっかけになるという部分もあり

ますので、そういった部分をしっかり店舗数の確保も含めて、やっぱり使いやすいポイン

トであるというところをしっかり考えながら、町としても今後考えていきたいと、そのよ

うに考えております。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 別件で、別件というか、ここの商工業振興費の中でフィリピンの

絡みの委託料ってあったのですけれども、台湾の彰化市兼ね合いで、あれはもともと観光

という分野ではなくて商工業の振興というような流れだったかなというふうに私記憶して

いたのですけれども、そちらのほうの取組というのが、すみません、僕が見た限りこれか

なというものがちょっと見つけれなかったものですから、そちらのほうの取組というのは

今回の予算の中の振興費にあるのかどうかをまずお願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

台湾の事業につきましては、観光分野での取組というところでございまして、商工業振

興費のほうでは計上してございません。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 今観光費の話まで言ってしまえばあれなのですけれども、資料見
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ると台北市なのです。台北市または台中市。だから、彰化市と関係ないのかなというふう

に思ったものですから、そもそもが観光分野ではなくて商工的なつながりがメインだと思

うのですよ、彰化のほうも。なので、なぜ今回予算措置がないのかというところを改めて

お聞きしたいのですけれども。

〇委員長（伊藤 昇君） 内容的には観光費ということで、なぜないかということのお尋

ねですね。

〇委員（河野文彦君） なぜ商工業振興費ではないのか。

〇委員長（伊藤 昇君） ないのかというお尋ね。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

彰化市との連携協定の内容の部分で商工振興という部分よりも観光分野での相互利益の

創出という部分が協定内容にございまして、そういった部分を主に今後当課としては展開

していきたいということでございまして、商工分野での取組というところは現時点では考

えてございません。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 同じく次のページのＵＩＪターンのところなのですけれども、令

和７年度はもう間もなく終わると思うので、実績として７年度のＵＩＪターンのこの事業

を利用された方プラス登録事業者数、町内のです。それをお知らせ願います。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） こちらＵＩＪターンの新規就業支援事業につきまし

ては、Ｒ７の実績はございません。また、登録事業者につきましては２件となっておりま

して、現在お願いしている事業者が３社ございます。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 私これも毎年言っていると思うのだけれども、これ基本道の事業

なので、森町としての独自の事業ということではないので、何か力が入っていないのかな

というふうに思わさってしまうところもあるし、単独でぐいぐいいくというのもまた何か

あるのかなというところも重々理解している中で、この事業を希望する方がいないという

のは、それはたまたま仕方ないのかなというふうに思うのですけれども、やっぱり登録事

業者の部分はここ数年多分変わっていないと思います。これも毎年言っているのですけれ

ども、登録事業者がたくさんあって、選択する業種、企業数が多いほどこのＵＩＪターン

の制度を利用しようかなと思っている方には目に留まると思うのです。なので、森町の取

組としてはやはり登録事業者数、あと事業の業種というのですか、そういうところももっ

と幅広くしていく必要があるのかなと思うのですけれども、いかがですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 委員おっしゃるとおり、毎年事業者数が増えていな

いというのは現状でございます。やはりこちらの森町に新規で就業していただくための受

皿という部分が多いにはこしたことございませんので、受け入れていただける事業者、そ

ういったところにもっと積極的にアピールしながら本事業の登録をお願いしていきたいな

と、そのように思っております。
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以上です。

〇委員（松田兼宗君） 結構あるのですが、まず先ほどからアクラン州の話が出ているの

ですが、これは商工費の中に入っているのですが、町長の施政方針の中では雇用、就労の

中に入っているのですよ、説明が。これ話聞いていると労働問題ですよね。労働諸費のほ

うに入るべきものではないのですか。違いますか。そして、逆に創業支援事業補助金が雇

用、就労に入っているわけです。町長の施政方針の中の話を言っているのです。そして、

自治体の科目のあれを見ると振り分け方が違うのではないですか、事業の目的からすると。

まず、その辺どうなのかということと、もう一点、アクラン州の結局就労対策の部分の性

格が強くて、これ町としては、前もこれ最初やるときに私言っているのですが、移民政策

ではないですか。これは、町単独が移民政策やっているのだと私は思うのです。最初から

それは言っているのですが。そして、今国のほうが高市政権になってから相当この問題、

外国人労働問題というのは取り上げている話なのです。そうすれば、国の方針が変われば

町の方針は変わらざるを得ないという問題が出てくるはずなのです。その辺どう考えてい

るのかお願いします。

〇委員長（伊藤 昇君） 暫時休憩します。

休憩 午前１１時５２分

再開 午前１１時５３分

〇委員長（伊藤 昇君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） まず、１点目お答えいたします。

執行方針と、あと予算計上科目の部分でございますけれども、取り組んでいる内容とす

るとやはり雇用就労でありながら商工業の振興という部分でございますので、予算の計上

という部分では今回については商工業振興費に計上しておりますけれども、今後ここの整

合性という部分はしっかり検討してまいりたいと思います。

また、フィリピンアクラン州との森町担い手確保事業でございますけれども、こちらに

ついては移民政策ではございません。しっかり長期にわたり町内で働いていただく担い手

の確保という部分を目的とさせていただいている事業でございますので、町として移民を

受け入れることを推進している事業ということではございません。同様に国の方針ですと

か、そういった部分もしっかり当事業の中では考えていきながら、共生できるような取組、

そういったものもしっかり町として考えていきながら、担い手の確保、そういったものに

努めていくということでご理解いただきたいと思います。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 移民政策ではないと言いながら、前も、それこそ最初の去年の予

算のときもこれ私言っているのですが、結果的に結婚したら配偶者も子供も連れてこれる

形になるのです。それは分かっていますよね。それを移民政策ではないという話にならな
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いでしょう。違いますか。だから、ただ移民政策って言っていないだけの話で結果的にそ

ういうことになってしまっているでしょうということを言っているのです。将来的にこれ

というのはほかの、現在森の町に600人以上という外国人がいるわけです。だから、そうい

うことも考えたら町が直接こういうことに関わるということ自体が私に言わせるとおかし

いのではないのって、実際にほかの業者的な人が何社もあって、それがあっせんしている

わけですよ、企業に対して。その辺どう考えているのか。どうも考えが浅いというか、と

しか私思えないのだけれども。

それと、もう一点、科目の話なのだけれども、もう一点、雇用就労の、施政方針の中に

雇用就労の中に創業支援事業補助金が逆に入っているわけです。これは、商工業振興費に

なりませんか。だから、これもおかしいのです。その辺をお願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、フィリピンとの担い手確保の部分でございますけれども、特定技能制度という形

がございます。特定技能の２号に移行した場合に家族等をこちらに一緒に住むというよう

な形の制度設計になっております。そういった場合につきましては、やはりその就労先で

長く仕事をしていただくことができるという制度でございますので、その制度に基づいて

家族も一緒にこちらで生活するというところを考えていったときに今後定住を促すという

部分も含めて効果的なものなのかなとは考えております。そういった部分で、繰り返しに

なりますけれども、町が移民を受け入れるための取組ということではないことをご理解い

ただきたいと思います。

また、先ほどと重なる部分がございますけれども、創業支援事業補助金の雇用就労とい

う部分も計上する科目と町政執行方針の内容という部分ございますけれども、その辺はし

っかり精査した上で今後誤解のないように書き方、予算計上の仕方というところを検討し

てまいりたいと思います。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 移民政策ではないという言い方というのは本当欺瞞的な答弁の仕

方だと私は思います。結果的にそういうふうになっているということだけ理解したほうが

いいと思います。

それで、先ほどの行政ポイントの運用の問題なのですが、これ行政ポイントの実際先ほ

ど実数的な部分を言いました。そして、前年度に照らし合わせた形のポイントを計上、予

算を計上していると言いました。これ過去のは実績に基づいて、目的がありますよね。目

的はどの程度達成していると考えているのでしょうか。それに応じた形で次年度ではもっ

と増やしましょうというような話になるわけです。そういうのは全然感じられない、この

予算の中に。先ほどの説明では。当然実績はそれ以上の翌年には効果を上げていくという

ことで考えるのが当たり前ではないですか。いかがですか、その辺。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

予算計上につきましては、やはり実績ベースで予算を計上させていただいておりますが、



- 167 -

健康増進のポイントであったり、あとは健診のポイント、そういったものも含まれており

ます。中には今後啓発していくことで利用者が増えていくというところも考えられますの

で、そういったところにつきましては行政ポイントの中身、考え方、そういったものをし

っかり整理しながら、利用者が増えていただくように取り組んでまいりたい、そのように

考えております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 別件で２問目ということで、行政ポイントで。改めてこの行政ポ

イント付与の目的なのですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

当課での予算計上の目的としましては、やはり町内の事業者の地域振興策の一つと、そ

のように考えてございます。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 地域振興策というのではなくてポイントを多く使ってもらう、利

用者を、も～りーくんポイントカードのあれを使って利用者を多くするというのが目的な

のではないですか。違いますか。だから、一つの目的外れているのですよ、今の言ってい

る目的が。２つあるのですよ、多分。違いますか。も～りーくんポイントカードのポイン

トを広く普及させるのと、もう一つはこれを付与することによって目的としている効果を

上げたいわけです。上げるのが目的なのです。だから、１つ落としているのではないです

か。違いますか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 私の答弁のほう少し上手に伝わらなかったかなと思

います。申し訳ございません。委員おっしゃるとおり、やはりも～りーくんポイントの発

行、そういったことのきっかけになりながら、商店会の振興、そういった部分につながる

ような取組という位置づけで行ってございます。

以上です。

〇委員（野口周治君） アクラン州について幾つか質問が出て答えていただきました。そ

れで、私がよく分からなくなったので、お尋ねをします。１つ目ですけれども、今回のア

クランのやつって特定技能で入れて長期に、特に資格を移行することで長期に働いてもら

える、安定した雇用を生み出す、雇われる側ではなくて必要な仕事に安定的に人を入れる

ための施策ということで国が用意した制度だと思うのですが、私は町はこれまで見ている

限りではその国の制度をそのままストレートに運用しようとしていると理解していたので

すが、そうではなくて違う目的のためにこの制度を使うような発想があるのかどうか、こ

の点を明確に答えてください。要は先ほど移民という話が出ましたが、もぐりで移民を増

やすようなイメージなのか、そうではなくて国の制度をそのまま使おうとしているのかと

いうことです。

それから、２つ目に、先ほどの質疑の中で雇用された人を押しのける可能性があり得る

と。私は以前一般質問で外国人が来てくれて働いてくれていることで問題を産んでいるの
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かどうかということでお尋ねをしました。いずれもないという明確な答弁をいただいたと

思っていますが、この雇用押しのけの可能性についてはそのときに尋ねておりませんでし

た。もしも町内で働きたい人がいるのにそれを外国人が押しのけているというふうなこと

が生まれるとすれば、それは物の順番おかしいよねということに当然なるのですが、そう

いう実態があるのか。私の理解では働き手が欲しいけれども、いないのですと、何とかし

て外から、Ｉターンでもいいから来て働いてほしいと、同じように幾つかの産業について

は本当に働き手が必要だからというニーズに押されて町が対応している施策だと思ってい

るのですが、そうではないのかと。あるいは、町の中にニーズが、現場にはないのに町が

そういう人を押し込もうとしているなどということがあっているのかと、もしそうであれ

ばこれは大変な問題ですから、きちんとしなければいけないのだけれども、どうなのだと

いうのが２点目です。

それから、３つ目にアクラン州の問題で伺っていて、特定技能で１名という話がありま

したが、アクラン州にはアクラン州の事情なり、その対象になる人たちの層といいますか、

クラスターが持っている質、あるいは要望というものがあります。逆に受け入れる側は受

入れる側の要望があって、それをマッチングを取るわけです。雇用って全てそうですが、

今回の場合、このフィリピンアクラン州で対象にしている人たちの層と町の中にあるニー

ズ、こんな人が欲しいということは一致しているのかどうか、これまでのところで。３年

目になりますけれども、そこはどうなのかということを教えてください。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、１点目の町の行っているこの事業でございますけれども、やはり国の制度にのっ

とった形で行っていくというところでございます。

２点目のまず雇用の押しつけという部分でございますけれども、そういった実態はない

と、そのように考えてございます。というのも、この事業を始める発端としたのはやはり

町内事業者、あらゆる業種での担い手不足というところで、町内でも募集をしても働き手

が来ないというような事業者の声を基に、それではという部分でこの国の制度を用いて何

とか町内で働いていただける方がいないかというところが始まりの事業でございますの

で、そこの趣旨は当初説明したとおりでございますので、実際に受け入れる企業側さんの

部分でどういう方が欲しいのかというのは、町内での雇用という部分をもし先に選択され

るのであれば、そちらは優先すべきことである中で、その中でもまださらに就労者足りな

い中を外国人人材に頼るという部分がありましたら、やはりこちらの事業を利用していた

だきながら就労していただくのがいいのかなと。その辺のバランスというのは企業様のほ

うでの雇用の仕方というところも当然出てこようかなと思いますけれども、決して問題に

なるような、町内の雇用を押しのけて外国人材を入れるというような事業ではございませ

ん。

また、３点目につきましては、やはり当町とアクラン州の事情というのは委員おっしゃ

るとおりございます。お互い要望がある中で、解決していかないとスムーズにいかない部
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分というのも当然出てきます。実際に、実績にはなりませんでしたけれども、雇用の寸前

まで町内事業者とアクラン州の未就労者といいますか、そちらの面接も行っているのです

けれども、やはりマッチングするまで至らなかったという事例もございますので、今後は

そういったマッチングに至らなかった部分というのをしっかり双方確認しながら、マッチ

ングできる取組というところを考えていきたいと、そのように考えております。

以上です。

〇委員（野口周治君） １つ目の質問に真っすぐ答えてもらっていないと思うので、国の

制度をその趣旨のままに運用しようとしていると私は思っているけれども、そうなのかど

うか。つまり制度を曲がった使い方をして違うことをやろうとしていることはないのかど

うかをお尋ねしたのですが、そのことも答えてください。

それから、２つ目ですけれども、雇用押しのけについてもう少し具体的にお尋ねをしま

す。例えば雇う側は女性に来てほしいと、だけれども男性しか応募がない。だから、女性

が来てくれるような形で募集をしたいということは、例えばです、あったりすると、これ

は仕事をするのに男女で差別をする話に国内ではなってしまいますが、そうやって入って

きてくれるのだったらそれで満たされるという脱法的なことができることになります。あ

るいは、低賃金の労働者が欲しいと。だけれども、日本人だともっと払わないと来てくれ

ない。だから、安く入れる。結果的に低賃金労働者が入ることで国内の雇用がなくなる、

そういうことがあるといけないと、こういう問題も大きな労働政策の中にあるので、その

全体を町が議論するものではないです。ですけれども、使い方としてそういうことが起こ

り得るので、そういうケースを想定してそんなことは起こらないようにやっていますかと

いう運用の現場の話としてお尋ねします。お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） まず、１点目でございますけれども、国の制度の目

的どおりに進めている事業でございます。

２点目につきましては、例えでの話もございましたけれども、やはりこちらについては

雇う企業側の雇用条件というものをしっかり示した上で来ていただきたい。いわゆる選ば

れる側って言ったら変ですけれども、低賃金であれば外国人の労働者でも来ない、そうい

った実態がございます。ですので、しっかりこの事業をやる上では日本人を雇用する場合

と同じに来ていただくための雇用条件というのをしっかり現地に示した中で、それで日本

の森町のこの企業で働きたいという方を選んでいただくような、やはり日本人と同じ雇用

条件を求められている方もおりますし、そういった中で企業側もしっかり提示していただ

いた中で採用、不採用するなどの判断をしていただくこととなると、そのように考えてお

ります。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 別件の149ページのＵＩＪターン新規就業支援事業補助金、それと

その下の森町創業支援事業補助金の話なのですが、これ一定程度の件数を見て予算計上し

ているのだと思います。そして、目的が一体何なのか、そして目的達成のために一体今回
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のこの100万と300万の予算で何をしようとするのですか。その辺説明していただきたいの

ですが。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

ＵＩＪターンにつきましては、まず１名分の予算でございます。創業支援事業補助金に

ついては、上限額100万円の３件分の予算の計上とさせていただいております。目的としま

しては、森町での就労というところを促す、ＵＩＪターンで都市部から戻ってきていただ

くような形で森町で働いていただくと、そういった方を増やすための取組の一つでござい

ます。また、創業支援補助金につきましては、新たに森町で就業する際に、やはりかかる

経費の一部という部分が負担になっている新規事業者もいることを想定しながら、地域で

創業していただくことを促進するための事業としてございます。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） だから、目的があって、それを成果を出すためにどういうことを

やろうとしているのですかということなのです。ただこれは１件に対して幾ら、１人に対

して幾らというだけの予算ですよね。この予算を実績を上げるために何をしようとしてい

るのですか、効果を上げるために。具体的な話をしてほしいのです。それがなければ、た

だ予算計上しただけで一人もいなかった、一件もなかったという話になってしまうわけで

す。去年の予算と同じ金額を上げて、それで何をやろうとして、本当にやろうとしている

のだろうかということが見えてこないのですよ、この数字だけだと。そして、目的がある

わけですから、当然それを増やすための、実績を上げるために何をやろうとしているのか

を聞いているのです。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、ＵＩＪターンの何を目的かという部分については、やはり森町で就労していただ

くという方を森町に連れてきて、働いていただくというところで就労者を増やすという取

組でございます。また、創業支援補助金でございますけれども、こちらも新たな事業者を

増やすことで町の事業者が増えていく、そういった部分をしっかり最終的に町の活性化に

つながるものと、そのように捉えております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 全然答えになっていないのだけれども、今言っているのは目的で

す。目的を達成するために例えば宣伝をするとか、チラシを作るとか、そういうようなこ

とを努力をしなければ増えるわけがないのです。それを聞いているのです。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 失礼いたしました。効果、目的を達成するために森

町創業支援事業補助金につきましてはチラシ作成させていただきまして、森商工会議所、

森町さわら商工会にチラシをお願いしておりまして、そういった新たな新規事業者の相談

等ございましたら、こういう補助金制度あるという部分を周知いただくようにチラシの作

成等は７年度、今年度行ってございます。

以上です。



- 171 -

    （「全然答えになっていない。昨年の話ではない、今年どういうふうに

      やるのですかを聞いているのです。去年の話を聞いているわけでは

      ない」の声あり）

〇委員長（伊藤 昇君） 特別１回、もう一回質問してください。

〇委員（松田兼宗君） だから、去年の話をしているのではないのです。去年そういうこ

とをやって、それでは駄目だから、同じ予算を上げているのはいいのだけれども、ではそ

れに代わってどういう、新規にやらなければならない、強化しなければならないわけでし

ょう、宣伝にしても、チラシ作るにしても、ほかいろんな事業所とか回るにしても。そう

いうようなことを考えているのですかということなのです。

〇委員長（伊藤 昇君） 答弁者、理解していますか。いいですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

両補助金につきましては、やはり利用していただくためのＰＲという部分については少

し足りないのかなというところを今年度の反省点としまして、来年度以降については、チ

ラシの周知だけでは足りないというところもございますので、しっかりホームページ等で

も前面に出せるような形の取組というところで当該補助金を利用していただき、町内で新

規に開業していただけるような事業者を募っていきたいと、そのように考えております。

以上です。

〇委員（河野 淳君） 同じくＵＩＪターンと森町創業支援の補助金についてお伺いしま

す。

ちょっと私制度詳しくなくて基本から聞きたかったのですけれども、それぞれの補助金

について何に対して、具体的には例えば設備の改修費ですとか多分あると思うのですけれ

ども、どのようなものに対して補助金が出て、補助金の率がどのくらいなのかと上限額も

教えていただきたいと思います。

あと、補助金の性格について、商工費で上げているので、最終的なその目標値というの

は町内の事業者が増えることが最終的な補助金の目的ではないかと思うのですけれども、

その辺も併せて制度の内容について教えていただけたらと思います。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、ＵＩＪターンの補助の内容でございますけれども、こちら新たに就業したときに

かかる経費が主なものでございます。また、創業支援補助金につきましては、設備投資と

いう部分に、設備投資といっても物ではなくて改修等、あとはそういう建物に係る経費と

いうところでございまして、100万円を上限に２分の１の補助でございます。目標値としま

しては、当初令和６年度３件の実績ございましたが、令和７年度においてはまだ実績がな

いので、しっかりその目標値という部分で考えますと、３件分の予算を計上させていただ

いておりますが、年間３件が利用していただきながら、町内の事業者が年３件ずつ増えて

いくという部分を考えますと、目標値という形で予算計上させていただいております。

以上です。
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〇委員（斉藤優香君） 今のところのＵＩＪターンですけれども、事業実績が上がってこ

ない中で、森町で働いたら奨学金を返さないという制度を設けて、その実績はどんどん上

がってきているような気がするのです、森町で働くということでは。今年度、前年度とい

うか、17人で、これが森町で働いているかどうかというのは分からないのですけれども、

そういうところとタイアップしていけば帰ってきてくれる子たちも増えていくというので

すけれども、ここがばらばらになっていたら結局はこの制度もあまり意味がない。せっか

く戻ってきてくれてここで働こうという子たちがいる中で、そういう何か縦割りみたいな

のを共通認識で事業を進めていくということを考えてはいないのかというところをお願い

します。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、このＵＩＪターンの事業につきましては、やはり北海道の制度を利用しながらの

制度となっておりますので、町独自でやる他の制度と整合性取りながら、この事業をうま

く活用していただけるように今後もＰＲしていきたいと、そのように考えております。

〇委員（斉藤優香君） そうなのです。だから、本当に受入れの事業者を増やしていかな

ければならないのが常にずっと１社だけ、その後２社になったけれども、いまだに３社、

そういうあれがあるというところが駄目だって私は思うのです。ここが10社も20社もあれ

ばみんな帰ってくる子たちも増えていくって思うのです。そういう免除の制度もあるって

なれば相乗効果になるのではないかと思うのですけれども、その辺りを教育委員会とかと

も連携して、どういうところに帰ってきて就職しているかというところも調べたりしたり

はしないのかというところをお願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 委員おっしゃるとおり、登録事業者増やすというと

ころは大前提かなと、そのように思っておりますので、引き続き事業者増やせる取組とい

うところは行っていきたいと思います。

また、教育委員会との連携でございますけれども、これまでそういった情報のやり取り

ということはございませんでしたが、今後若い方が戻ってきていただけるような部分で取

り組んでいる中で、しっかりそういったところで連携しながら、我々としましても調査し

ていきたいと思っております。

以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） ほかに質疑ございますでしょうか。

（「なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） ここで昼食のため午後１時40分まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時２３分

再開 午後 １時４０分

〇委員長（伊藤 昇君） 休憩前に引き続き会議を再開します。
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次に、148、149ページ上段から150、151ページ下段、目２観光費、質疑ございますでし

ょうか。

〇委員（髙橋邦雄君） 委託料では151ページになります。台湾観光特産品プロモーション

業務委託料なのですが、事業目的としては観光資源と地域特産品の魅力を一体化して発信

するということで、これは町にとってもすごくいい事業なので、これすごく重要性がある

事業だと考えておりますが、その事業内容の中に特産品のテスト販売、試食会実施などあ

りますが、これ資料の中では特定の品目の銘柄出ていますけれども、台湾市場、食文化も

含めましてどのような食材が主に人気があるというか、引き合いがあるというのを現地調

査も含めての品目なのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

今回の台湾観光特産品プロモーションの事業内容にございます特産品のテスト販売と試

食の実施でございますけれども、こちらについてはいかめしを実演と販売してみたいと、

そのように考えております。いかめしにした理由としましては、やはり森町といえばいか

めしという日本国内での認知もございますので、そういった部分を台湾のほうで同じよう

な形でＰＲしながら、森町のいかめしを物産のイメージとして焼き付けた形で誘客してい

ただき、さらにその他の特産というところでおもてなしできるような、まず一つの戦略、

もくろみというような形で考えてございます。

以上です。

〇委員（髙橋邦雄君） この事業は森町のインバウンド政策にもすごく重要性で推進しな

くてはいけないという考えなのですけれども、品目今後検討しながらいくというのですけ

れども、森町にはいろんな特産物もありますし、いろんなまだ食材も含めていろんなもの

ありますから、１つの品目でいくというより複数かけて、この事業内容としてもっと予算

もつけながら、いろんな市場の話も聞きながら推進したほうがいいのではと思うのですけ

れども、どうでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

そのとおり、当町にはたくさんの特産品ございますので、今後市場でのそういった調査

も含めて今後については検討していきたいと考えております。

以上です。

〇委員（山田 誠君） 151ページの負担金補助、花いっぱい運動の263万5,000円あります

けれども、何か話聞くところによりますと植樹の方々が手持ち無沙汰、要するにやってく

れる人が少なくなってきたという話を聞いているのですけれども、それが事実かどうか、

まずそれを確認させてほしいです。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

花いっぱい運動につきましては、委員のおっしゃるとおりやっていただける方が個人問

わず団体も高齢化というところもございます。そういったご意見ある中で、やはり参加し

ていただける団体が少なくなってきているというのは事実でございます。



- 174 -

以上です。

〇委員（山田 誠君） それで、花いっぱい運動、相当数距離あるのだけれども、あれ宣

伝があまりよくない。というのは、内閣総理大臣賞、４年前かな、もらっているの。受賞

しているわけだ。そういうのをきちっと広報だとか、そういうのにだあっと大きく出して、

やってくださいというようなことをやらないと。これがまず１つ。

それから、もう一つ、この前課長だったかな、誰だったか分かりませんけれども、この

花いっぱい運動の事務局から要請があれば、要請があればというのは、私があそこにまい

ている方々の品評会をやりなさいと、１位から５位か６位ぐらいまで順番つけて、その賞

に入った方々の部分については森町の濁川温泉に連れていって一杯飲ませなさいというふ

うにやったのだけれども、たしか課長だと思ったな。そういう事務局からの要請があれば

考えますという話、課長だったか。違う。そしたら、前任者かな。そういうふうに答えて

いるのです。だから、それもちょっと参考にしてやったほうがいいと思うのです。

話余談になりますけれども、函館に行ったときにタクシーに乗ったら砂原の花いっぱい

すごくすばらしいねという話で、お客さんが、新婚さんだとかいろんなお客さんがわざわ

ざ砂原まで来るらしいのだわ、背景に見るために。だから、いろんな面でＰＲだとか、そ

ういうのもしてやっぱりやるべきでないかなと、そういうふうに思うのです。だから、や

っぱりみんな目につくことを奨励しないとその先何やっても駄目だと。そういうことだか

ら、その対応的なものにもう少し力を入れてＰＲしていくという考えございますか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

花いっぱい運動については、先ほどもお答えさせていただきましたが、やはり人口減と、

あと高齢化、こういった形で植栽していただける方の数というのがだんだん減っていると

ころでございます。品評会等の話についても、今後協議会との中でそういう話もある部分

については事務局としてお伝えしていきたいなと思いますけれども、協議会の中でも植え

れる力がある団体もあればそうではない団体があるというお声も聞いていますので、そこ

ら辺はしっかり声を聞きながら、花いっぱい運動のあるべき姿というところをしっかり考

えていきたいなと、そのように考えております。現におととしについては昼食を出してみ

たりですとか、そういった取組もしているのですけれども、やはりそういう食事を提供し

ていただくよりも除草作業に大変のため、防草シートを購入していただきたいとかという

ような要望の声もありまして、昨年はそういった費用に予算を回しているというところも

ございますので、今後は協議会の中でどういった取組をして盛り上げていけるかというと

ころはしっかり考えていきたいと考えております。

以上です。

〇委員（山田 誠君） やっぱり宣伝、ＰＲは重要だと思うのです。

私いつも思っているのだけれども、これ町長も耳痛いかも分からないけれども、町の事

業を受けている、請け負っている町内の業者おりますね、建設協会だとかいろんなところ

の方々。これらの協力がさっぱり見えない。町から仕事を請け負ってもうけているはずな
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のだ。利益を上げるのだから、それの一部を還元して植樹祭に参加できないのかなと。私

は、そういうできない業者は指名すべきでないと思っている。倶知安だとか、あっちのほ

う行ってごらん。みんなプランターに全部飾っているのです。誰が飾っているか見たこと

ありますか。だから、あなた方もいろんなところ歩いたらそういうものもきちっと見分け

つけて、そこの町村に行ってどういう状態でどういうふうに管理しているかも確認して、

やっぱりいいところはまねて、森町の花いっぱい運動に協力的にやってくださいというこ

とを約束できませんでしょうか。いかがでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

今後につきましては、他の自治体の成功している事例というところもしっかり確認させ

ていただくようにしたいと考えております。

また、これまで参加したことのある団体についても声がけをしていきたいなと思ってお

ります。昨年につきましては森高等学校さんが植栽をしていただけるということで１団体

増やしている形でもございますので、新たに植栽にご協力いただけるような団体、または

もっとやりたいと思っていただける団体もございますので、そういったところには積極的

に声かけをさせていただきたいと思っております。

以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） 答弁漏れあるのでない。事業者の関係なかったっけ。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 事業者の部分につきましては、協力いただける事業

者あれば団体問わず事業者にも声がけをして、参加していただけるかどうかというところ

も含めて今後検討していきたいと思います。

以上です。

〇委員（千葉圭一君） 151ページの委託料の台湾観光特産品プロモーション業務委託料に

ついてお尋ねいたします。

説明資料の中に事業目的、事業概要、事業内容についてはこれで分かるのですけれども、

このプロモーションの対象者はどこになるのですか。どこにこのプロモーションをかけて

いくというふうにお考えなのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

本事業の対象者については、事業概要のほうにもちょっと触れさせていただいておりま

すが、当町の訪日外国人観光客、当課の調べでございますけれども、65％以上が台湾から

の観光客であるというところがございますので、そこに向けてしっかりプロモーションを

実施していくというところで考えております。また、もう少し細かく対象を絞るとします

と今回友好市町の提携している彰化市も含めてというところになりますけれども、彰化市

だけでのＰＲだけではまだ足りませんので、やはり大都市、台北、台中、そういったとこ

ろでもしっかり販売をして森町というところをＰＲしていきたいと、そのように考えてい

ます。

以上です。
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〇委員（千葉圭一君） すみません。私の聞き方が悪かったのかもしれませんけれども、

ＰＲするのは十分分かります。ただ、ＰＲする相手が観光客といったって、台湾に住んで

いる人方全員にやれるわけではないでしょう。そうではなくて、例えば観光会社、いろん

なツーリストをやっている会社、プロモーションだから委託するのでしょう。だから、そ

ういう観光のやっている方々にプロモーションをかけるのですかというか、そういった内

容をお聞きしたかったのです。お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 本事業の対象については、そういったプロモーショ

ンではなくて一般向けのプロモーションという形で考えております。というのは、台湾市

場での観光客というのが個人客というところがやはり多いものですから、そこをターゲッ

トにしたような形でプロモーションしていきたいというところで、今後はツアー造成だと

か、そういったところまで波及していった場合に、そういう代理店であったりとか、そう

いったところにプロモーションしていくことも考えられると思いますけれども、本事業に

ついては個人向けに対してプロモーションしていくというような形で考えてございます。

以上です。

〇委員（千葉圭一君） そこは分かりました。観光客の65％が台湾市場で占めているとい

うところを考えたら、今まで一般個人の人が来ているのか、それともツアーの人が来て65

％なのか、その辺の判断によって今回は一般の人を対象にするとか、ツアーはもう十分に

来ているから除外するって、そういうことの考えでよろしいのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） こちらの65％の数値につきましては、当課で調べた

内容となっておりますけれども、こちらは当町に宿泊された訪日外国人の方の人数で出し

ておりますので、ツアーで来られた方、また個人で来られた方というところの区分はでき

ておりませんので、そういった中で、その中でも台湾市場というところに目を向けていく

というところで考えた事業でございます。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） 同じところで質問なのですけれども、２万7,000人泊まったといっ

ても私たちは森町に住んでいて実感全くないのです。この方たちは多分グリーンピアに泊

まって帰っていった方たちなのではないかなって想像するのですけれども、今どきいかめ

しだけを持って、いかめしが森町ですごいのですっていって食いついてくれる人がいると

はとても思えなくて、今これから観光は、やはりいろんなこと、文化とか、歴史とか、ア

クティビティーとか、いろんなことがあって森町の魅力をＰＲしていくというのが当たり

前ではないかなと思うのです。ただいかめし持っていってそれをＰＲしてくるという時点

でもうこのＰＲはあまり効果がないのではないかなと思うのです。というのも、ではその

方たちがいかめしに感動して、いかめし食べてみたいと思って来たとしても、ではどこで

食べれるのですか。どうやって食べれるのか、そういうところもきちっと土台ができてい

るのか、ベースが。では、森町に泊まりたいと思っても、町なかで泊まれるところがある

のかとか、そういうところまできちっと準備をしてあげて説明しないことには全然これ、
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ただ持っていって、その辺の駅弁祭りではないですけれども、そんな感じで持っていって、

食べてください、おいしいですよ、これ森町ですよっていって帰ってくるなら全く意味が

ない。やはり森町の魅力を、そして来ていただきたいというのであればそこまでをきちっ

とセットにして、こういう体験ができます、食べれるところはここですってやっていかな

いことには駄目だと思うのです。先ほどの委員の質問にもあったように、バイヤーとか旅

行代理店とかも絶対に歩いてくるべきなのですよ、こういう魅力があるところですよって

いって。ただ一般向けに、それこそ本当に駅弁祭りみたいにそこに集まった人たちにいか

めし配って終わり。今度、ではいかめしを買って帰りたい。では、どこで買えるのですか、

森町は。そういうことが全くそろっていない。その中でこれをやっていく意味が分からな

い。まずは町内をきちっとするべきではないかと思うのですけれども、お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、この事業の部分ですけれども、実際に一般の旅行者、今後観光誘致を考えた際に

一般の旅行者がそれぞれの町、単体の町の訪問だけを考えて海外旅行をするというところ

は難しいのかなと、そのように考えております。そこについては広域的な観光の持ち方と

いう部分もとても大切になると思っておりますので、例えばですけれども、函館との連携

であったり、かんこまでの広域的な連携、そういったところをしっかりとつくりながら、

町のイメージというところを、しっかり知名度というところをアップさせながら、それぞ

れでお金を落としていただくというような形が今できる観光誘致の一つのやり方なのかな

と、そのように考えています。実際に森町だけに来ていただいて、森町で泊まって、森町

で全てをこなすというような観光のＰＲというのはなかなか難しい中で、やはり点と点を

結びながらしっかりと滞在型の観光、そういったものも今後考えていかなければなりませ

んので、委員おっしゃるとおりＰＲしたものがどこで買えるのか、どこでどういった体験

ができるのか、そういったところはしっかり考えていかなければならないのかなと、その

ように思っております。まずその前の知名度アップ、それをいかめしというツールを使っ

て森町の知名度をアップさせていきたい、そういったところが本事業の目的でございます。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） もちろん広域で考えるというのは大切なことだけれども、まずは

森町を考えなければならないのではないですか、森町なのですから。そして、私が言った

ようにいかめしだけですか。その前の委員もおっしゃっていましたけれども、森町にはも

っといっぱいいいものがあって、ただ簡単だからレトルト持っていって、その場で温めて

食べてくださいってやればそれでいいような、では向こう、現地で本当にぷんぷんいい匂

いしたいかめしを皆さんに提供することが可能なのかどうか、そういうことも、あれやっ

ぱり匂いとか、そういうあれとかが一体になっておいしいなと思ってくださる方が多いと

思うのです。それが簡単に持っていって森町はこのいかめしというのが有名なのですよで

本当に台湾の人たちが来てくれるのかというところ、それはなぜいかめしでいけると思っ

たのかというところ、森町がいかめしで有名かもしれないけれども、では台湾の人たちに
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はどういうものが受け入れられるのかとかということもちゃんとリサーチしてのこのいか

めしなのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） まず、いかめしという部分で選択した理由につきま

しては、現地にまず持っていきやすい部分というところもございますし、現地での試食に

も適しているというところがございます。やはり海外に食品を持っていく際にはいろいろ

関税等かかりますので、そういったところも考えております。いかめしが台湾で受け入れ

られるかどうかという部分については、一応この委託業務を考えたときに、いかめしであ

れば台湾の方には受け入れられるのではないかといった形のリサーチはさせていただいた

上でこの商品としてございます。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） であるならば、先ほども言いましたけれども、先にバイヤーとか、

旅行代理店とか、そういう方たちを森町にお呼びして、そして森町を体験していただいて、

その人たちが、現地のインフルエンサーって書いてありますけれども、そういうのになっ

てもらってＰＲするほうがよっぽど効果がある。行っていかめしを振る舞っただけで効果

があるとはとても思えないのです。今もそういうふうにほかの町でも海外の人たちのバイ

ヤーとか旅行会社の人たちを来てもらって、体験してもらって、それを感想として載せて

来ていただいているというのが普通だと思うのですけれども、そういうような考えはない

のでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

現地の旅行代理店ですとか、そういったところでのツアー造成というのは今後考えてい

く必要あるのかなとは、そのようには思ってございます。ただ、ツアーを造成するために、

先ほども申したとおり、単体の町にとどまらせるというような旅行の考え方というのはま

だ現状では難しいのかなと、そのように考えております。その中で周遊していただいて、

その中で滞在していただけるような仕組みづくりをするというところのまず出発点かなと

いうふうに思っておりますので、まずは知名度を上げる、いかめしといえば森町というよ

うなイメージ像をつくっていただいた中で、そういった一般客、または今後ツアー客、そ

ういったところにしっかり根づかせながら今後の取組に結びつけていきたいなと、そのよ

うに考えてございます。

以上です。

〇委員（東 隆一君） ここの18番の負担金、環駒ケ岳広域観光協議会負担金の147万があ

りますけれども、これカンコマですので、七飯、鹿部、森町、３町がなっての多分負担金

だと思うのですけれども、主に負担金の場合、３町ですから約500万近くになりますよね。

これというのは何か目的自体がはっきりしていてこの金額の負担金なのでしょうか。そこ

を１つ。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

こちらの負担金につきましては、３町同額の負担金という形になってございまして、目
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的としますとやっぱり環駒ケ岳、駒ケ岳周辺をブランド化、そういったものもしながら、

広域観光を目的として３町で取り組んでいる団体でございます。

以上です。

〇委員（東 隆一君） ブランド化の、どういう形のブランド化なのか、ただブランド化、

ブランド化という部分が、そこのところちょっとはっきり答えてください。何をやる、ブ

ランド化なのかと。ブランド、ブランドっていっても、そこのところある程度あると思う

のですよね、どういう計画なのか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、かんこまエリアのブランド化事業というところを今現在進めておりまして、令和

７年度では共通のロゴを作成して皆さんにかんこまというところを周知しているところで

ございます。そういった中で、３町のよいところをしっかりＰＲする中で、３町そろって

全国のイベント、そういったところでかんこま自体をＰＲしに伺ったり、あとは味覚市事

業というところもございまして、３町のそれぞれの町の特産品をそれぞれの町のイベント

で提供したりしながら、特定の町に頼らず、偏らず、３町のものを一斉にＰＲできる、そ

ういったことはかんこまの事業の中では行っております。また、そういったものをしっか

りＰＲできるようにかんこまのアプリの作成であったりですとか、あとは動画を撮影して

３町の魅力を発信したり、そういったことを現に行ってきてございます。

以上です。

〇委員（東 隆一君） 別件で、14の工事請負費、町界看板撤去工事と、八百六十何万。

これ私も見て回ると結構看板自体が相当よれが入って相当見苦しくなっているのですけれ

ども、これは撤去した後、これ撤去費用だけですので、これ撤去した後に何か考えている

のかどうなのかという部分をお聞きします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

こちらの看板につきましては、町内赤井川地区、石倉地区、砂原東地区に設置から15年

経過してございまして、まず老朽化著しいというところで撤去しようとするものでござい

ます。この間この看板については修繕というところの考えも少し考えていたところでござ

いますけれども、やはり支柱、鉄柱の腐食が深刻化していると、そういったところでござ

いまして、今回は撤去工事して撤去してしまうというところでございまして、次に新たな

ものを設置するですとか、そういったことは現時点では考えてございません。

以上です。

〇委員（河野 淳君） 台湾の観光プロモーションの関係で質問いたします。

森町の知名度についてですが、多分森町民が思うほど国内でも国外でも知名度は全くな

いと言っていいほどだと思います。特に台湾の方については北海道という大きなブランド

があるので、北海道の函館の観光したついでというか、周遊の観光地としての今価値であ

るのではないかなと思います。結局大きなホテルというのが森町にございまして、その辺

の部分でアクティビティーとかがそろっているということで台湾の方の人気がとてもある
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ということだと思うのですけれども、今後観光のといいますか、宿泊だけではなくて、例

えば物産ですとか特産品の販売につなげていきたいということで、切り口として全国的な

知名度のあるいかめしから手をつけていきたいということだと考えているのですけれど

も、例えば台湾の中に日本志向のデパートですとかコンビニエンスストアがたしかかなり

展開していると思います。三越さんですとかセブンイレブン、ファミリーマートさんとか

が今台湾のほうに進出しているのですけれども、例えば商工労働観光課として今後台湾の

国内市場向けに商品を生み出せるようにしたいですとか、今北海道のほうでやっている帯

広のナガイモですとか、あとサツマイモとかもたしか台湾のほうに輸出しているのですけ

れども、日本の中のくくりというわけではなくて森町の特産品として野菜ですとか水産物

とかを今後、今の話ではないにしても今後商工労働観光課として売り出していこうという

考えがあるのかどうかということについて教えていただきたいと思います。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

委員おっしゃるとおり、今後の販路拡大というような考え方については今後の検討次第

なのかなというふうには考えてございます。やはり現状今の森町のいかめしという部分で

選択した部分というのは、委員おっしゃっていたとおり知名度アップにつながるための一

つのツールというふうに私どもとしても考えております。町にはそれぞれたくさんの産業

である特産品、そういったものもございますので、今後はそういう販路拡大の道も見据え

た中で、まずは知名度アップ、そういったところを台湾市場で進めていきたいと、そのよ

うに考えております。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 何点かあるのですけれども、まずは台湾のプロモーション委託事

業についてですけれども、資料を見ていて実績値、24年が森町にいらした外国人の方が２

万7,000人というところなのですけれども、これ何をどう調べて２万7,000人という数字に

なったのかというところがまず１点目。

事業概要の記載に訪日外国人観光客の65％以上を占める台湾市場というような書き方な

のですけれども、訪日外国人の65％以上が台湾の方というふうな読み捉え方でいいのかと

いうところが２点目。

３点目が事業内容なのですけれども、台北市、台中市ではテスト販売、彰化市では試食

会、売るか無償提供なのかの違いなのかなと思うのですけれども、この違いはなぜ生まれ

たのかというところをまずお願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、森町の２万7,000人の訪日外国人観光客につきましては、各施設に宿泊している訪

日の外国人の数を集計してございます。そちらを森町に来ていただきました外国人観光客

としてカウントしてございます。

また、65％の根拠については、こちらは当課の独自調べでございますけれども、宿泊者

の中の台湾の方というところで65％という数字を示してございます。
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また、事業内容の台北、台中でのテスト販売、彰化市での試食会というところで分けて

いる理由につきましては、やはり彰化市のような町の規模で販売事業を行ってもあまり食

いつきがよくないというところもございまして、テスト販売するのであればやはり大きな

都市でテスト販売をしてみる、または今回友好町の提携もしてございますので、そういっ

たところでもしっかりいかめしをＰＲするというところで試食会というような形で提供し

てみてはいかがかなというところを検討した結果、このような内容としてございます。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 台湾も結構魚を食べる文化で、私も何回か行ったことありますけ

れども、結構日本と食文化が近い部分もあるのです。なので、結構いかめしは多分好評い

ただけるのかなという気はします。なので、やっぱり森町はまずはいかめしという部分も

ありますので、ここを皮切りに、より幅広い交流といいますか、こういった部分につなげ

ていっていければいいのかなというふうに思いました。

これちょっと記載の仕方の話になってしまうのですけれども、65％のところは訪日って

書き方すると日本に来られた外国人の方というような捉え方になってしまうのかなと思っ

ていて、今の説明だと訪町なのかな、町に訪れた人の65％ということなのですね。なぜこ

んなことを聞いたかというと、実績で3,687万人が日本に来られていると。65％だと2,300、

2,400万人ぐらいになってしまうのです。そうなると、台湾の人口ほどになってしまうので

す。そうなると、台湾の方全員日本に来たのかというような疑問にもつながりかねないの

で、ちょっと細かいところですけれども、そういう記載も今後気をつけてもらえたらなと

思います。

あと、委託料が250万ということなのですけれども、これ具体的にどういった委託をする

のか。なぜかというと、無償試食会なのに原材料費とか食材費みたいなのがどこに入って

くるのかなというところをもう一度お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

委託料250万の中身でございますけれども、こちらはテスト販売する際の商品の送料であ

ったり、あとは関税の部分、あとは試食会で行ういわゆる場所代でございます。あとは事

業内容にもありますとおり、現地のインフルエンサー、インフルエンサーも100万人以上い

るフォロワーを対象に考えてございまして、そういう部分に係る経費というのはちょっと

大きくなってくるのかなと、そのように考えてございます。

あと、持っていくいかめしの商品代につきましては、節10需用費の消耗品、こちらのほ

うに計上させていただいて、そちらを現地に持っていくというような形を取らせていただ

きます。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 続いて、森町魅力ＰＲ事業のほうです。これも説明資料のほうで

何点かお伺いしたいのですけれども、事業目的の中にある発信力の高い媒体とは何を指し

ているのかというのと、共感を呼ぶストーリーとは何ぞやというところと、あと概要のほ
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うに映画やドラマで活躍する有名人、ということは言ってしまえば芸能人なのですか。と

いうことは、この事業で森町に芸能人の方を招いて紹介するような動画を撮影して、それ

をＳＮＳで発信するという捉え方でいいのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

委員おっしゃるとおり、まずこちらの事業のメインにつきましては有名人を活用した形

で、有名人に１泊２日程度になりますけれども、町内のＰＲ箇所を回っていただきながら

動画等を撮影させていただきます。そういった中で、やはり客層という部分でまず有名人

の方に発信していただくというような形になっております。こちらの事業については多く

の自治体でも採用実績がございまして、雑誌も含めてですけれども、そういう媒体を使い

ながらデジタル発信していくというような形になっております。共感を呼ぶという部分に

ついては、やはり有名人を活用することで町のＰＲというよりもまずそういう、先ほどと

ちょっと似たような表現になりますけれども、知名度アップ、そういったところに有名人

を使うというところがまずポイントに挙げられるのかなと思っております。効果としては、

やはり有名人の方のファン層、そういったところも取り込んだりすることも可能でありま

すし、その方のＳＮＳ、そういったところからの情報発信、そういったところでまず森町

の知名度をアップさせていきたいと、そのように考えている事業でございます。

以上です。

〇委員（河野文彦君） テレビなんかでも旅の何か特集したものとかで結構有名になった

りというのもあると思うので、確かにうまくいけば大変ＰＲにつながる事業だなとは思っ

て見ていました。今回の委託費の中には有名人の方の部分のかかる経費というのかな、言

ってしまえば幾らだったら誰を呼べるというのが大体決まってくると思うのです。多分花

見の歌手でもそうでしたと思いますけれども。この990万のうち、パンフレット作成だとか、

その他のサイト設定なんかもあるようですけれども、この有名人、映画やドラマで活躍さ

れている方の部分の経費というのは大体どれぐらい見ていますか。

〇委員長（伊藤 昇君） 暫時休憩します。

休憩 午後 ２時２３分

再開 午後 ２時２４分

〇委員長（伊藤 昇君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、この990万の中に明確に芸能人に係る経費というところは内訳としては出ないので

すけれども、込み込みと言ったら変ですけれども、この事業の中でやっていく中でそのと

きに今回出演していただける有名人をキャスティングする、その中で今旬な有名人をキャ

スティングしていただけるというような形の事業なので、その方に直接支払うわけではな

くて、広告媒体の事業者さんがキャスティングする中で現に今対応可能な有名人を使って
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いくと、そのような事業でございますので、明確にこの方に支払うギャラ的な部分という

ところは内訳の中にはございません。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 直接その人に手渡すギャランティーは幾らでしょうなんてことを

聞いているのではないのです。言ってしまえばこれ３つの大きな事業があるとして、990

万からデジタルパンフレットの作成、特設サイトによる情報発信を引いたら何ぼですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 大体半分程度、500万程度になります。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 同じくスポーツ合宿誘致の補助金なのですけれども、今回この予

算算定するに当たって昨年の実績というのが重要になると思うのですけれども、７年度の

件数、補助金額を教えてください。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） ７年度の実績につきましては、申請予定も含めて25

団体となってございます。これまでの実績金額でございますけれども、303万3,900円が７

年度の実績でございます。

以上です。

〇委員（河野文彦君） ということは、昨年度実績と同等の予算措置ということで了解し

ました。私はこれすごくいい事業だと思うので、よりＰＲして、よりたくさんの方が森町

でそういう活動、スポーツ合宿等々してもらって、昨年の実績以上に来ていただきたい。

補助金は大きくなるかもしれないけれども。だから、意欲的にもうちょっと補助金、この

予算上げてもよかったのではないかなと思うのですけれども、そこでやっぱりＰＲだと思

うのですよね、大事なのは。なので、去年のＰＲ実績も踏まえて今年より一層多くの方に

この事業を知ってもらうというような取組を予定しているかどうかお願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

こちらの事業については、年々利用されていただいている団体も増えてきているところ

でございまして、７年度についても若干見込みをオーバーする予定ということで補正対応

させていただいた経緯がございます。今は利用する施設においてのＰＲに限っているので

すけれども、今後はこういった事業を取り組んでいるという部分を全面的に出しながら、

今後ますますＰＲできるような体制というのを、ＳＮＳ含めて発信できるような体制とい

うのを考えてまいりたいと、そのように思っております。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 同じくロケーションのほうなのですけれども、ロケーションの撮

影等々、実績たしか少なからずあったかなという私は記憶だったのですけれども、こうい

う事業があるというのを町民の方ほとんど知らないのです。町民の方が使う事業ではない

のですけれども、町としてそういう補助をしてそういった撮影等々を町内でしてもらう、

それが逆に森町の発信にもなるというところでこの事業を否定することではないのですけ

れども、例えばテレビかドラマか分からないです、映画か分からないですけれども、そう
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いうのが撮影されましたというようなお知らせというかＰＲというのを町民向けにしても

いいのかなと。もし写真の、風景なんかをプロの写真家が撮影したとかというのであれば、

肖像権、著作権、そういう権利的な問題もあるのでしょうけれども、もし可能であればそ

ういうものの一部でも町民の方に見てもらうだとか、そういった取組をすることによって

こういうことが森町で行われているのだということの町民への周知にもつながるのではな

いのかなと思うのですけれども、いかがですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

こちらの発信につきましては、いろいろな町内のロケーションで撮影していただいてい

るという経緯もございますので、そちらをそれぞれの媒体に限らず、町でもＰＲできるも

のについては今後検討してまいりたいと、そのように思っております。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） 森町魅力ＰＲ事業についてお聞きします。

事業概要の中でデジタルパンフレットってあるのですけれども、前年度に500万近くかけ

てデジタルパンフレットをもう作られていると思うのですけれども、それとは全く別で、

使い道も違うということでよろしいでしょうか。

それとあと、特設サイトってありますが、それはどこのサイトとか、どこにどのように

というのを教えてください。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、昨年作りましたデジタルパンフレットにつきましては、これまで冊子であった町

のパンフレットをデジタル化して新たに制作したものでございます。また、そのパンフレ

ットについては、ホームページで公開させていただく際に多言語化させていただいた中で

作成したパンフレットでございまして、今回作るパンフレットといいますか、周知するも

のにつきましては、電子雑誌で有名人が町内を散策しながらＰＲしていただくというよう

な形で捉えておりますので、狙いとすると知名度アップのためのツールというような形で、

昨年の当町のデジタルパンフレットとはちょっと違う取扱いと考えていただければよろし

いのかなと思っております。

また、特設サイトによる情報発信でございますけれども、この内容については雑誌会社

がメインで作成するものですから、雑誌会社の特設のサイト、いろんな自治体の部分の取

り上げたものと一緒に特設のサイトによって森町のＰＲをしていただくというような形の

サイトでございます。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） では、こちらのほうは多言語化はしないということで、日本語だ

けの発信になるのでしょうか。

それで、これはこれで雑誌の企画みたいな感じでやっていくのでしょうけれども、せっ

かくデジタルパンフレットということで前年作ったのもあるのですけれども、その辺りの

ＰＲというかはこれから何か考えていらっしゃるでしょうか。
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〇商工労働観光課長（白石秀之君） こちらのデジタルパンフレットについては日本語だ

けとなっております。有名人を使って行うＰＲというところで、やはりターゲットを日本

人に向けているところでございます。

また、今年度、令和７年度に作ったパンフレットにつきましては、やはり町に来る方、

そういった方が見ていただけるように作っておりますので、そういったものをホームペー

ジ含めてＰＲしていければなと思っております。あとはいろいろな団体含めて町外から当

町のパンフレットを配布していただくという形で、北海道にとどまらず、他の県にも町内

のパンフレットを置かせていただきながら、町のＰＲに活用させていただいております。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） 別件です。文化、スポーツ合宿なのですけれども、これも私も毎

回言っているのですけれども、町内に一緒に関わるようなことがないというグリーンピア、

大体グリーンピアさんということで、グリーンピアで合宿してそのまま帰ってしまうとい

うのはなかなか町のＰＲにはなっていかないのではないかって思うのです。今のこういう

のとかも、あとラインのお友達追加を必ずしてもらうとか、あと同じ商工なので、桜の剪

定ではないですけれども、作業に関わってもらうとか、そういう何か、同じスポーツ合宿

とか文化合宿に来たときに一緒に町民と関わるようなことを一つでも入れて盛り込んでい

かないと、ただ利用して終わり。森町来て、助成してもらってよかったねって帰っていく

のではない何か関わり方というのを、商工なので、やれることが、例えば花いっぱい、一

株でも花を植えていって帰ってもらうとか、そういうこともできるのではないかなと思う

のですけれども、そういうことは考えていらっしゃらないのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

こちらの補助金の目的としますと、やはり合宿を誘致しながら町内に滞在していただく

というような形が目的のものでございます。昨年も同様のお答えをしているかなと思うの

ですけれども、なかなか町民との関わりという部分については、同じスポーツで来られた

方との合同練習であったりですとか、そういったことは考えようによってはできるのかな

と思うのですけれども、ピンポイントで合宿を決めておられることが、ほぼそういうスケ

ジュールで来られますので、やはりスケジュール調整、そういったところはなかなか難し

いところがあるのかなというところがございます。また、町内で行っている事業への参画

という部分につきましては、やはりこの目的とちょっと違う部分も出てくる可能性もござ

いますので、そういったところは慎重に考えていきながら、今後合宿で来られた方とコミ

ュニケーションを取れるような取組というのも一つの検討として考えていきたいなと思っ

ております。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） やはり商工労働観光課ということで全てがつながっているように

私は感じるのです。森町の中のＰＲをしながらということで、合宿だけで済ませたい人と

ちょっとは町、息抜きをしたいという方にいろんなメニューを提供して、町ではこういう
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こともやっていますよ、それを選択するかどうかは別ですけれども、例えば縄文遺跡を見

ることもできますよとか、榎本上陸の地がありますよとか、そういうこともＰＲしていき

ながら、桜の季節だったら今満開ですよとかということを、少しでも町の中に滞在しても

らうということをやっていっていただきたいのですけれども、どうでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

委員おっしゃるとおり、合宿のみならず、町のよいところを皆さんで見ていっていただ

ければというような趣旨のご質問かなと思いますので、そういったところに取り組めるも

のは、当課で取り組めるものは今後検討してまいります。

以上です。

〇委員（千葉圭一君） 森町魅力ＰＲ事業業務委託についてお尋ねいたします。

これ1,000万もかけるわけですよね、このＰＲ事業業務委託に。そして、事業概要の映画

やドラマで活躍する有名人が実際に訪れ町の魅力を発信するって書いていますけれども、

先ほどから有名人という言葉がやたら出てくるのですけれども、実際に全然有名人でなか

ったら、これ拒否できるのですか。約1,000万もかけるのです。そのうち500万程度がこの

有名人の割合なわけでしょう。だから、事前に商工労働観光課のほうにこういう人を採用

したいのだけれどもという事前な連絡というのは来ることになっているのでしょうか。こ

れが１点。

もう一点が、これってＰＲの業務ですから大変難しいかもしれませんけれども、1,000

万の費用をかけたそれの効果の確認というのはどのように確認するのか、もし考えていら

っしゃることがあれば教えていただきたいと思います。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

こちらで活用する有名人の方につきましては、何人かの候補者を選べるような形になっ

ておりますので、これまでの実績、他の自治体の実績を見ますとかなり有名な方を活用し

ておりますので、そういった中からリストアップできるというような形の事業でございま

す。

また、こちらの効果でございますけれども、これまで他の自治体においての実績の平均

という形になりますけれども、他の自治体でもこちらの事業を実施した際に、やはり観光

入り込み客数というのが増加している傾向にございます。その中の平均値を取った形での

算出になりまして、あくまでも期待値になりますけれども、平均で5.8％の増というところ

がこれまでの効果実績でございます。森町の令和６年度の観光入り込み客数80万5,000人程

度でございますが、こちらを5.8％としますと約５万人弱、こちらの増加が見込まれるので

はないかと、そのような数値の計算はさせていただいております。その中で１人当たり観

光消費的なところでの消費を2,000円程度と想定した場合には１億円程度の経済効果、こう

いったことが見込まれるのではないかというところで、期待値数値ではございますけれど

も、そういったところを目標とさせていただきながら進めていきたいと考えております。

以上です。
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〇委員（松田兼宗君） たくさんありますので、お願いします。まず、説明資料のところ

でナンバー47の看板の撤去についてなのですが、これ865万5,000円って、３つで。高額過

ぎませんか。そして、聞きたいのはこれ立っている場所の土地というのは誰の土地なので

すか。私有地なのですか、それとも町有地、それを確認するのと、これだけ大きい看板だ

とかなり地中に埋めているはずなのですよ、鉄柱を。コンクリで固めた形で。そうすると、

それも撤去するのですか。だから、もし町有地であれば、これ鉄柱だから、鉄柱切って倒

して、それで処理するだけで済むのではないですか。あまりにもこういうのにかけ過ぎて

いると思うのですが、まずその辺はいかがですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、３か所の立っている土地でございますけれども、全て町有地でございます。工事

の撤去に関しましては、全て撤去する予定で考えておりまして、鉄柱からその土台まで全

て撤去する予算を計上させていただいております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） だから、もし町有地ならそこまでやる必要がありますか。この後

何か利用することというのはあるのですか、この場所、土地というのは。理解できないで

す。これだけ、800万もかけて撤去する、処理するということ自体が理解できないのだけれ

ども、これ高いと思いませんか。切って処分するだけでしょう。それでいいのではないで

すか。その辺考え直す気ないのですか。半端ではないですよ、これ。撤去するだけで865

万。まず、再度その辺考え直すつもりはないのですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

あの土地については町有地でございますけれども、土台のまま、そのまま残しておくと

いうところは適切ではないのかなと考えておりますので、やはり全て撤去した形で対応さ

せていただきたいと思いますので、ご理解をお願いいたします。

〇委員（松田兼宗君） 全く理解できません。

それで、次に行きますけれども、その次に……

〇委員長（伊藤 昇君） 別件ですか。

〇委員（松田兼宗君） はい、別のところです。台湾観光プロモーションの、特産品のプ

ロモーションところなのですが、台北で森の町の関係の業者、業者と言っていいと思うの

だけれども、ミナホというところが台北でいかめしも含めて持っていって売っているはず

なのです。そこと話ししましたか。そういうことは情報入っていませんか。それなのに、

あえていかめしの販売に限定するようなことをやるというのは理解できないです。その辺

どうなのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

他の事業者で販売をしているということは私どもとしましても承知しているところでは

ございますが、今回のこの事業については、先ほど来申し上げておりますとおり、知名度

アップのＰＲというところを重点とさせていただいておりますので、テスト販売という形



- 188 -

でございますけれども、森町の知名度をアップさせる、そういった取組の一環でいかめし

のテスト販売、また試食会、そういったものを実施しようとしているところでございます。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） これも全く理解できないのだけれども、一体何を考えているのだ

ろうなと思って、その業者との話というのは、情報交換とかしましたか、そもそも。その

上で考えて出してきた答えなのですか。そして、森町のＰＲって言っているけれども、森

町とは彰化市との関係が強い、提携結んでいるわけでしょう。何で彰化市に中心を移さな

いのですか。何で台北なの。そして、台湾の観光客の入りというのを把握しているけれど

も、これは本当に信用できる数字なのですか。私に言わせるとこんな数字というのはどう

しても考えられない。再度その辺お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

事業者との話合いというところはしてございませんけれども、目的という部分をもう一

度ご説明させていただきますと、まず知名度、台湾市場での知名度アップ、そこを目的と

してございます。友好町の協定というところでそちらを生かしながらＰＲ事業をしていく

という前提にもございますけれども、先ほども申し上げたとおり、彰化市だけでのＰＲで

はインバウンドの誘客、そういったところに効果はなかなか得られないのではないかと、

彰化市を中心としながらも、取り組んでいこうとする中でもやはり大都市圏、そういった

ところでのＰＲ活動というのは大切だと考えておりますので、そういった部分をしっかり

捉えて行っていきたいと、そのように考えております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） これも全く理解できない、不能です。

それで、次に移りますけれども、次の資料ナンバーでいうと46、森町魅力ＰＲ事業業務

委託の件なのですが、先ほどから話出ていますけれども、有名人、有名人というふうに言

っています。その有名人というのは一体何者なのだいというふうに思ってしまうのだけれ

ども、むしろ私に言わせると森出身とか、いろんな人の観光大使の人を任命してＰＲして

もらったほうがずっといいのではないですか、これだけの、990万もかけて。それだけの効

果があるのでしょうか。

それと、これで言うところの特設サイトによる情報発信とか、デジタルパンフレットの

制作とかやって、そして本人のＳＮＳによる情報発信って書いているのです。これどうい

うことなのだろうなと思って。森の町には今までやってきたところのユーチューブを含め

てＳＮＳっていっぱいあります。それ等の情報発信一切やってもいないでこういうことを

いきなりやるというのはおかしいのではないかと思っているのと、ユーチューブを地域お

こし協力隊の人に作ってもらっているわけですよ、過去幾つも。いまだにいっぱいありま

すよね、ユーチューブの。それをむしろ充実させることを考えたほうがいいのではないで

すか。いかがですか。

〇委員長（伊藤 昇君） ここで暫時休憩します。
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休憩 午後 ２時４９分

再開 午後 ３時００分

〇委員長（伊藤 昇君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、本事業の効果につきましては、他のこれまでの自治体で同様の事例を伺いますと

効果については十分にあると、そのように認識してございます。

また、有名人を使うことについての、また本人のＳＮＳでございますけれども、やはり

有名人に関しましてはフォロワー数等多くお持ちでございますので、そういった情報発信

をすることによって町のＰＲ、そういったところにつながると考えてございます。また、

全体を通してこちらについてはＰＲ企画の一つでございますので、そういった媒体を使っ

て町の魅力を発信していくと、そのように考えております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） この事業目的の中にこういうこと書いてあるのです。一度の発信

で終わらせずって書いているのです。自然、歴史、文化、特産品、暮らしといった魅力や

共感を呼ぶストーリーに組み立てるという書き方している。ということで、一度で終わら

せないということは毎年これやっていくということなのですか。だとすれば、毎年これだ

けのお金を、ＰＲ費用かけて森の町を宣伝するということなのですか。それよりも今まで

蓄積されているわけですよ、森の。ユーチューブぐらいしかないのだけれども、ＰＲ動画

だって、それも最近は全然できていないですよね。マンネリ化している部分もあって、一

度作ったらやっていない。例えば祭りのＰＲのあれにしたって、では毎年それを継続して

やっているかといったら、やっているわけではないわけです。そして、個人のインフルエ

ンサーがどうのこうのの話になってくると、むしろインフルエンサーを、そういうのをや

ることによってインフルエンサーを増やすことなのです。そして、そういう人間を育てる

ことが町のＰＲにつながっていくのです。有名人頼りの、何百万もかかったようなやつを

毎年やっていくって、それだけの具体的な余裕はあるのですか、森の町。いかがですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） こちらの事業につきましては単年度事業でございま

して、毎年行う事業ではございません。事業目的の一度の発信で終わらせずという部分に

ついては、電子雑誌、動画、自治体のホームページでも活用できますし、何度も説明にな

りますけれども、有名人本人のＳＮＳ、こういったものも活用できるというところで、実

際にその有名人の方が町内を歩いていただいてストーリー性を持たせたつくりになるとい

うふうに感じておりますので、そういったところを、一度の発信で終わらせずという部分

は、やはり動画を視聴できる、ご本人のＳＮＳで確認ができる、または町のホームページ

にも載せてＰＲできる、そういった取組で考えております。継続して行う事業ではござい

ませんけれども、しっかりそちらについては過去の、過去といいますか、他自治体での実
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績、そういったものもしっかり見定めた上で本事業を行おうと、そのように考えておりま

すので、ご理解いただきたいと思います。

〇委員（松田兼宗君） それで、次、変わりますけれども、まず道の駅の話になるのです

が、町長の施政方針の中で一番最後のところに道の駅ＹＯＵ・遊・もりの再整備につきま

しては策定される基本計画を基に基本設計策定に向けた準備を進めてまいりますって書い

ているのです。今回組む予算では道の駅絡みのそういう予算というのは計上されていない

ですよね。今後どういうふうに考えているのか。そして、今年度末には基本設計ができて、

本来ではもうできてきているのではないですか。それ公表しないのですか。まず、その辺

をお願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

道の駅の再整備につきましては、執行方針にもございますとおり、基本設計の作成をや

めたということではございません。あくまでも行財政改革と一緒になって基本計画につい

ても見直していく、そういったつもりで準備を進めるというところでございます。まず、

基本計画というものをしっかり行財政改革と対になって、どのようなやり方が今後好まし

いのかというところを改めて再確認しながら進めていきたい。ただ、基本設計策定に向け

てはやはり基本計画がなければいけませんので、そこについてはしっかりこれまで積み上

げてきたデータであったり、ご意見であったり、そういったものをしっかりと表した基本

計画をつくっていきたい。つくる際には案としまして議会の皆様、または町民の皆様にど

ういった形、意見公募ですとか、そういった形でつくったものを今後お示ししながら策定

していきたいと、そのように考えております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 今言っている、基本設計を策定していきたいというのですけれど

も、いつというと全く白紙の状態に戻ったということの理解でいいのですか。そして、基

本計画が年度内に出てきますよね。それを基にやっていく。そして、つい昨日聞いた話で

すけれども、道の駅の物産センターやっていますよね、運営。もうやめるような話が聞こ

えてきたのです。そして、その話が来たら二、三年のうちに道の駅を建てるというような

ことを言ったというのですよ、町側が。というよりも町長がと言ったほうが正解だと思い

ますけれども。それまで頑張ってもらえないかという話まで言われたらしい。そこからす

ると二、三年のうちに建てるという話にもう伝わってきているわけ、町民に伝わっていっ

てしまっているわけです。だから、今の方針だとすると白紙に戻したような状態になって

いるけれども、全く違いますよね、話が。その辺どうなっているのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 基本計画につきましては、基本計画といいますか、

再整備については白紙というよりも、今基本計画については策定する予定で進めておりま

す。ただ、行財政改革を今後進めていく中で、やはりしっかりその財源の確保含めてどう

いった規模というところは今案でつくっている最中の基本計画案でお示しすることはでき

ませんので、しっかり進めながら基本計画をつくっていき、来るべきタイミングで基本設
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計業務に移行できる準備というような形のものはどこかで考えていきたいと考えておりま

す。ですので、令和７年度中に基本計画、こちらをお示しする予定はございません。

また、物産センターさんのそのお話、やめるというお話ですけれども、当課にはやめる

というようなお話は聞いてございません。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） そのことについては今後話がいろいろ動いていくだろうと思いま

すけれども、それについてはまた後日というよりも、話が見えてくるのだと思います。

それで、あくまでも、そしたら今年は予算まだ一切計上されていないわけですから、白

紙だとしか思えないです。せっかくあれだけいろんな、ワークショップとか何回かやりな

がら、そして職員だけの今年やったわけでしょう。議論をやったわけでしょう。それまと

めた報告書もない中で、報告書も出さない中で、そこまでやっていながら次の段階に進ん

でいかない、翌年に。そしたら、再来年になるのですか、３年後になるのですか、その辺

の見通しがない中で道の駅の話なんて一切もうできないです。新聞報道ではあたかもでき

るような話で報道されているわけですから、道の駅に関して。町民はできるものだと思い

込んでいるわけです。その辺の情報がどうも町民に伝わっていないと混乱を起こすと思う

のですが、いかがですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、基本計画を含めて今後予定していたものを遅れが生じているという事実につきま

しては、やはり今後の行財政改革の進め方というところを踏まえて進めていきたいと考え

ております。令和７年度中に基本計画を策定する予定で進めておりましたワークショップ

であったり、令和６年度での調査業務、こういったものについては積み上げたものがござ

います。今後、町長の一般質問の答弁でもありましたとおり、今現在で町民の皆様にお示

しできる概要版というものと、今後のその進め方、方向性みたいなものを分かりやすく説

明できるようなものを作成して、これまでのやってきたことというのをしっかりお示しで

きるものを当課としては考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。

以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） 別件ですか。

〇委員（松田兼宗君） 別です。

それで、道の駅の絡みにはなるのですが、私一般質問で行ったＢＣＰの絡みの中で物産

センターとの協定、いろんな協定先はあるのだけれども、そこには協定はなっていないの

です。それは協定結んでいないですよね。今後そういう結ぶ予定はあるのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 道の駅ＢＣＰの策定につきましては、両道の駅と協

定は締結してございません。ただ、ＢＣＰをつくる関係上、連絡体制であったり、備蓄品

の話であったりですとか、そういったものを両駅との協議なしに作成することできません

ので、そこはしっかり申合せの上、作成してきてございます。

以上です。
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〇委員（松田兼宗君） それでは次に、桜の木の管理指導委託料のところなのですが、青

葉ケ丘公園の、今回通ったらきれいに剪定されているのです。その管理というのは建設課

なのですか、それとも商工労働観光課でやっているのですか。私あれを見てびっくりして

いるのです。あんな切り方をして大丈夫なのぐらいかなり切られている。通ったときびっ

くりしました。その辺どうなっているのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、公園の桜の木の剪定については、公園管理である建設課が実施する形となってお

ります。ただ、桜の木の剪定については当町の樹木医とも連携取りながら剪定するような

形で行ってきております。実際に桜の木自体が老木していますので、不良木または危険木

というような部分もございますので、そちらについては剪定業者さんのほうでその木の状

況というものを見ながら剪定をいただいているところでございます。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 課長、自分で見てどう思いましたか、あれ。剪定されているのを

見て。幾ら100年桜と言いながら、それを売りにしているあの公園であり、こういう桜の木

なのだけれども、あれだけ枝切られて、剪定されたままで本当に花咲くのという疑問に思

いませんか。そして、今もうすぐ開花して桜まつりを迎えるわけです。何かそういういろ

んな問題が起きた場合に森の桜というのは来た人ががっかりして帰っていくことになるの

ですよ、そういうことが起きてくると。その辺いかがでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

委員おっしゃるとおり、剪定することによって桜の公園の景観の部分なのかなというふ

うに思います。ただ、桜の木につきましては、剪定していく中で新たに生えてくる、そう

いったものを促すためにやはり剪定という部分は必要であります。確かに単年度で見ます

と咲く桜の花の数量は減るおそれはありますけれども、翌々年度以降につきましてはその

木の活性化という部分が図られるということもございますので、不良木という部分ですと

か危険な箇所、そういったものはしっかり剪定していかなければなりませんし、長らく木

を育てていく上で剪定は重要でございますので、そういったところはプロフェッショナル

であります樹木医であったり、造園業者さんの知識の下、剪定してございますので、見て

いただいたときに結構切れているというようなご意見かなと思いますけれども、今後そち

らを残していく作業の一つであるということをご理解いただければと思います。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 理解するとか理解しないとか、言っているのを分からないわけで

はないのだ。外から、これから観光の目玉なのでしょう、森の町の桜というのは。だから、

それを本当にあれで、課長がそういうような言い方するならそういうふうに思うしかない

のだろうけれども、それががっかりして帰らなければいいなとは思いますけれども。そう

すると、オニウシ公園の桜のほうにむしろシフトしていく、祭り自体が、というふうなこ

とを考えるということはないのでしょうか。
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〇商工労働観光課長（白石秀之君） 現時点で桜まつりをオニウシ公園というような考え

はありませんけれども、やはりこの青葉ケ丘公園の桜についてはかなり老木でございます。

繰り返しにもなりますけれども、景観維持、桜まつりの時期の景観としても大切でござい

ますけれども、しっかりその桜を残していくという取組も大切でございますので、今後は

適正化管理の部分の事業も進めていきますので、そういった部分と整合性を取りながら、

景観の部分も含めて考えていきたいと、そのように思っております。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 桜まつり関連なので、観光費でいいかなというふうに思ったので

すけれども、一昨年かな、出店会ですか、のほうで店舗の確認申請問題があったではない

ですか。各事業者さんにも説明会を行って、きちんとというか、確認申請を行って、ルー

ルに沿って確認申請を行って出店するとなるとその都度莫大な経費がかかるというような

お話を聞きました。出店者の方からもあの花見の期間での出店という形ではとてもそんな

経費は賄えないと、今後もう出店できるかできないかの問題になっているという話を耳に

したのです。そういった中で、今回この観光費の中に例えばその経費の一部を助成するだ

とか、もしくはその当時の問題がどのようにクリアされたとか、そういう何かあれば教え

ていただきたいのですけれども。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

桜まつり、公園での仮店舗の出店の関係でございますけれども、昨年でございますが、

北海道のほうより仮店舗の建築基準法に抵触するおそれのある建物であるというご指摘を

いただきまして、その内容に合致する店舗が多数ございました。そちらを是正しない限り

は公園内での同様の設備での仮店舗の出店は認めないよというところでお話をさせていた

だいていたところでございます。この事業を継続していく中で、店舗の皆様には当予算に

おいて何かしらの助成というところはございませんけれども、店舗を出す上での条件です

とか、やはりプレハブが原因でございますので、しっかりプレハブの規模を基準の範囲で

満たすプレハブとテントで併用するであったりですとか、もし同様の設備でやりたければ

それなりの金額がかかってきてしまうよというところのご説明はさせていただいて、店舗

の皆様にはご理解いただいているところでございます。ただ、出店をどのようにしていく

かというところについては個別で相談を受けている店舗の方もおりますので、そういった

方々については相談に応じた対応をさせていただいております。また、同様の設備を何と

しても出したいというようなお話であれば、やはりかかる経費というものがございますの

で、町では建設課の部分になりますけれども、申請手数料であったりですとか、そういっ

たところの減免も可能かどうかというところは事業者のほうにお伝えしているところでご

ざいます。

以上です。

〇委員（河野文彦君） これは、どうしてこのような問題が表面化したかというところも

伺っていました。道からの指導が入ったということで、決して無視することもできないし、
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森町として独自にというわけにもいかないというのも十分理解しています。ただ、やっぱ

りあの花見のお祭りのにぎわい、雰囲気の中に出店者の方々の協力というのがなければこ

の祭りが成り立たないのではないかというぐらい重要だと思うのです。ですので、予算の

中には今回見ていないということなのですけれども、お店の形態によっては例えば保健所

の許可の絡みですとかである程度建物の気密性といいますか、そういうのも確保しなけれ

ばできないというのもあるようですので、その辺は何とか出店会の方に寄り添って、協力

していってほしいなと。今は予算ないということなのですけれども、僕が聞いたところに

よると確かに地面との密着性等々に物すごく金額かかるのです。あれだと確かにとっても

出店なんてできないという状況かなというふうに僕見えたので、ここにはないかもしれな

いけれども、それこそ何か別な補正でも何かでも協力できる範囲でぜひしていってあげて

森町の花見のにぎわいを維持していってほしいなと思うのですけれども、いかがですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、出店者の皆様のご相談は都度応じているところでございまして、どのような形で

出店できるかというところも含めて相談に応じて対応させていただいておりますので、今

後も森の桜まつり盛り上げるために出店者の方々に寄り添った対応をしていきたいと考え

ております。

以上です。

〇委員（河野 淳君） 委託料の桜の木の育成適正化の業務委託料についてお伺いします。

たしか結構前の話なのですけれども、町内の青葉ケ丘公園とオニウシ公園の桜の木が老

朽化しているということで、計画的に桜の木を植え替えしていくという計画もたしか出さ

れたと思います。そのときに100年桜と銘打った歴史のある部分を生かす部分と、危険な桜

の木もあることだから、植え替えとかを段階的に行っていくということでたしか当時説明

を受けたと思います。今回、全国的にもそうなのですけれども、高度経済成長期前に植え

られた桜の木が今老朽化して、日本全国で桜の木倒木したりとかでかなり問題になってい

ますし、何年前でしたか、去年、おととしかな、町村が管理している公園で木が倒壊して

亡くなった方がいて相当な賠償金出たというのも記憶に新しいところであります。公園管

理者として、やはりそういう死亡事故が起きるということは絶対避けなければならないの

で、桜の木の剪定、もしくは老朽化が進んで倒木化のおそれのある樹木の伐採とかは致し

方ない部分ではあると思うのですけれども、これを全部切ってしまうと観光名所としての

価値が著しく下がってしまうので、その辺植え替えのスピードと、観光資源として残して

いきながら植え替えをして再生していくというのはかなり難しい部分ではあると思うので

すけれども、個人的にはやはり安全性が一番だと思っていますので、例えば桜の木もそう

なのですけれども、ほかの樹木についても危険な部分についてはしっかり調査していただ

いて、そういう事故が起きないように徹底してほしいと思うのですけれども、例えば商工

労働観光課さんの方針としてどこを優先してやっていくとかということについて教えてい

ただければと思います。
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〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

委員おっしゃるとおり、他の自治体での老木の倒木による死亡事故というところも、そ

ういった事故があったというところは当課としても認識してございます。そういった中で、

当町の公園にある桜の木もかなり老朽化しているというところでございます。今回桜の木

をどのような形で管理していくかというところで桜樹育成適正化業務という部分で今後管

理していくというふうに考えております。こちらの内容につきましては、やっぱり適正な

管理方法、まず現状の把握、または不良木の確認、あとその現状の管理状況をどのように

していくかというところの台帳化、こういったものをまず進めていきたいなと考えており

ます。それによって今後の管理作業の構築というものを進めていきたい。

また、老木の木を、観光名所の観点からいいますと安全性を重視しつつも桜の木をどの

ように残していくかというところの計画も必要でございますので、伐採、伐根して新たな

植栽をする場合もありますし、または老木を切って、その根から新たな花をつかせるとい

うような手法もございますので、現状を確認した中でそういった部分もしっかりと観光面、

そういったものにつなげながら、古い不良木、危険木、そういったものを処理していく計

画をつくっていきたいと、そのように考えております。

以上です。

〇委員（河野 淳君） 公園の木一本切るだけで結構町民の方からいろんな苦情来たりと

か、公園の管理についてかなり厳しい意見言われる方結構多いと思うのです。ただ、いろ

んな意見の方もいると思うのですけれども、基本は安全性と観光資源としていかに残して

いくかというのをバランスをやっぱり考えていかなければならないので、その辺説明責任

しながらでも、しっかりとした安全管理と資源の管理という相反する話なのですけれども、

そういうのをやっていただけるということで、答えは要らないです。

〇委員長（伊藤 昇君） 答え要らないですか。あるのであれば。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

先ほどの松田委員との景観の部分とも重複するような形になろうかと思いますけれど

も、やはりそちらの景観も大切にしながら、森町の桜を将来にわたって残せる取組、そし

て観光名所としてしっかり町の桜をＰＲできる取組、それと安全対策、こちらをバランス

よく行ってまいりたいと思います。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） まず、ロケーションマッチングの業務委託料の16万5,000円、これ

というのは負担金補助及び交付金のところのロケーション撮影補助金50万の絡みの中で考

えて一緒のものだと思っていたけれども、全く別物なのだろうか。まず、それを１点と、

地域おこし協力隊の業務というのは決まっているのかもまず聞きたいのと、実際に何をや

ってもらおうと思っているのか、その辺お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、委託料のロケーションマッチングと負担金のロケーション撮影補助金は全く別物
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でございます。

あと、地域おこし協力隊の業務についてですけれども、本年２月１日に新たに地域おこ

し協力隊になっていただいた方に次年度以降やっていただく事業としては、観光資源の発

掘または地域活性化、観光促進を図ることを目的としまして、新たな観光資源の発掘では

駒ケ岳等を活用した新たなコンテンツの策定、海、川を活用したコンテンツの作成、また

は各種イベントにおいての魅力発信、またラジオのパーソナリティーをやられている方と

いうところもございまして、ラジオ番組を活用した観光ＰＲ、またはかんこまを、広域連

携、こういったものにも携わっていただきながら、イベントの創出、あとはかんこまも含

めてですけれども、そういった３町の食材を活用した共通メニューの開発、または各種町

内イベントにおいてＰＲ活動、そして森町観光ボランティアガイドの会の支援業務としま

してガイド内容の精査、新たなガイドコンテンツの創出、または今後ガイドの成り手とな

りますガイド後継者の育成支援、こういったところに取り組んでいただけるような地域お

こし協力隊の業務内容となっております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 地域おこし協力隊の仕事、すごいですね。本当にそれ全部できる

のですか。１人ですよね。そして、時期的、タイミング的にいうと一番ピークになるのは

森の場合、桜まつり、そして夏の祭りなのです。そこに合わせた形で全て仕事をしていか

なければならない。ほとんど時間がない中で、半年ぐらい、６か月ぐらいしか実質ないで

す。その中でそれだけの仕事できるのですか、本当に。そして、当然一人では、職員のほ

うで協力しながらやっていくのだろうけれども、ちょっとその辺大変なのではないかと、

大丈夫ですかということ。それはいいとして、それとロケーションマッチングの話なので

すが、ロケーションマッチングの業務委託というのはいいのだけれども、新たなロケーシ

ョンマッチングに登録していくというか、そういうのというのは今の話だと仕事の中に入

っているのかなと思ったりもするのだけれども、その辺どうなっているのか。

それと、ロケーション撮影補助金って、ロケーションの撮影、ちょっと説明してもらえ

ますか、その中身が分からないので。お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） まず、ロケーションマッチの部分でございますけれ

ども、新たな内容というところですけれども、新たな登録というのは随時やっていく予定

でございます。

ロケーション撮影補助金につきましては、こちらの補助金は森町においてのロケーショ

ンを活用した動画であったり、テレビ撮影、そういった方々に来ていただいたときの宿泊

の助成をするというような形の補助金でございます。これまで動画撮影に限定してござい

ましたが、今年度、令和７年度から雑誌の撮影に関しても町内のロケーションを使った撮

影であれば宿泊の一部を助成するというような形で、動画での撮影時には実績なかったの

ですけれども、雑誌の撮影の際に今年度実績が１件ございます。

以上です。



- 197 -

〇委員（松田兼宗君） そうすると、地域おこし協力隊としては全般的に観光事業に、全

てにわたって関わっていくのだということなのだとは思うのですが、そこで観光協会の話

なのですが、補助金のところなのですが、去年に比べて減っています。合併20周年の絡み

のあれが減ったのだと思っているのですが、その辺の確認と、実際問題観光協会の人間と

いうのは大分前に事務局長が辞めてから不在のままですよね、事務局長が。今いる人間、

事務局長ではないですよね。というふうに私は理解しているのだけれども、その部分に対

してこの地域おこし協力隊の人が関わって、むしろ観光協会のいずれ事務局長として働け

るような形になっていくのが流れとしてはベストなのだというふうに思っているのです

が、そういう考えというのはあるのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、観光協会への補助金の減額については、委員おっしゃるとおり、昨年は20周年の

事業で大幅に事業費を計上させていただいておりましたので、そちらの減額となってござ

います。

また、観光協会の事務局ですけれども、今観光協会の事務局は、事務局長１人おります。

また、地域おこしとの関係性でございますけれども、やはり観光振興に関する業務での

地域おこし協力隊でございますので、これは観光協会との連携は図りながら、今後の観光

振興施策においても協力しながらやっていただく、また地域おこし協力隊の任期３年ござ

いますので、その３年間の中で培ったものを任期が切れた後もしっかり森町に落とし込ん

でいただけるような形で活動していくというような声を、本人の意向でございますので、

そういったものをしっかり生かしていきたいと、そのように考えております。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） 道の駅でお聞きします。

前々年度が800万で今年度が290万出して、コンサルの結果は分かるものを町民向けに見

せてくれるということの理解でよろしいでしょうか。この先いつになるか分からないとい

うことで、何もしていかない。この結果をもってはまた一からのやり直し、もしやるって

なったときにはまた一からのやり直しになるのですか。これは、だって基本計画ではない

っておっしゃっていますよね。基本計画ではないということは、また次にやるかもしれな

いってなったときには基本構想、基本計画、実施設計みたいな、そういう流れをまた一か

ら踏み出すということになりますでしょうか。お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、これまでやってきたものについてはしっかり今後の方向性も含めて皆様にお知ら

せできるような形でお示ししたいというふうに思っております。

また、今後次年度以降含めて何もしないということではなくて、やはりしっかりここま

で積み上げてきたものございますので、しっかり基本計画としてはブラッシュアップして

いくというところは持ち合わせておりまして、これは一時中断というような形ではござい

ますけれども、しっかりつくっていく、基本計画をしっかりつくっていくというところは
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行財政改革と併せて、そこに併せた形で基本計画をつくっていきながら、来るべきタイミ

ングで次の事業に進めていきたい、そのように考えております。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） 基本計画ではないけれども、基本計画のようなものをこれからも

つくっていって、来るときが来たらそれを使ってやっていくというような説明なのでしょ

うか、それとももう基本計画は一応つくって、次もしやるとなったらそこから基本設計に

移りますよということなのか、お金がなくても、今までここまでお金を使ってきたので、

コンサル入れなくても皆さん培った結果によって基本計画まではつくれるのではないかと

思うのですけれども、そのつもりはないのかということと、今物産センターはやめる、や

めないとかというのは、またこれから先のことになるとは思うのですけれども、そういう

事態が起きたときに対しての計画というか、その次の手というのは考えていますでしょう

か。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、基本計画は策定を今後していく予定でございます。基本計画のようなものという

よりも、まず一旦中断する状況になりますので、そちらについては町民の皆様に何かしら

お示しできるものはお示しして、これまでの経過も含めてですけれども、お示しできるの

かなと思っております。ただ、行財政改革が進んでいく中で、今現在それを基に基本計画

つくるわけにいきませんので、基本計画は案としつつも、やはりその中身というものをし

っかりとそのときの現状に即したものをつくらないといけないと、そのように考えており

ますので、しっかりそのときの状況に応じた基本計画というものの策定に向けては都度準

備していきたいと、そのように考えてございます。

また、先ほどのお話からの流れでございますけれども、物産センターさんについてはや

めるというようなお話は聞いておりませんので、対策という部分についてのお話は今ちょ

っとできないのかなと、そのように思っております。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） 私が言いたいのは、基本計画なのですけれども、またお金をかけ

て一からつくり直すのか、それともこれが基本計画として生きて次につなげられるのかと

いうところを聞いているのです。また何年かたったからコンサル入れて880万で調査をして

ということが始まってしまうのか、みんなはもう、先ほどもありましたけれども、もう何

回も報告は受けているのです。やるやるって言って、こんな感じでやりますとか、そうい

う報告は農林課から始まって何回か受けているので、もうそうではない事態にいるのでは

ないかなと思うのです、町民の頭の中では。それで、一歩でも進んできちっとしたところ

を示すというところが必要なのではないかと思うのですけれども、もう一度お願いします。

分かりやすいもので何となく報告をして終わりというのではないような気がするのですけ

れども。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。
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これまで令和６年度において道の駅のポテンシャルを含めた調査など、そういったもの

もしてきました。また、そういったもののデータを基に町民ワークショップで町民のご意

見も聞かせていただきました。また、そういった意見の中から庁内各課で構成する検討委

員会の中でできるもの、できないもの、あとはどういった課題があるかというような情報

の共有する場面、あとは町民が求める設備にするためには他の団体、そういったところの

ヒアリングもこれまでしてきました。そういったものを積み重ねて基本計画というものを

つくっていく予定でありましたけれども、一時中断していく中でこれまでつくったものを

まずなしにして、次の段階でまた新たにというような考えではなく、今あるものをしっか

りつなぎながら、来るタイミングで基本計画というものでお示ししたいなと思っておりま

す。ただ、この間道の駅を再整備するというような報道も一部ございましたので、そうい

った部分で町民の皆様が新たな道の駅が早々にできるというような期待があるのも事実で

ございます。その中で、やはり町の今の現状をしっかり説明するような形というのは必要

なのかなと考えてございますので、町長の一般質問の答弁でもございましたとおり、現状

で皆様にお示しできるような形のものを、今後も含めてでございますけれども、しっかり

お示しする資料を作成した上で町民の皆様にご理解いただけるような形で進めていきたい

と、そのように考えています。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 質問漏らしたところがあるので、お願いします。先ほど河野委員

のほうから、桜まつりについてです。その特に出店組合のほうの話から、昨日耳にしたば

かりなのですが、出れないと、それに対して補助金を出せないのだという話がプレハブの

問題で話ししていましたけれども、そして今後の在り方、今までの桜まつりと形態がすっ

かり変わってしまう可能性があるのだなというふうに私はその話を聞いて思っていたので

すが、その辺の話というのはどのように考えているのか。だって、出れるわけないですよ

ね、採算が合わないとすれば。とすれば、それに代わって何をどういう形でやっていくの

か、そういう方針というのをきちっと今後の桜まつりの在り方も含めて考えなければなら

ないきっかけにもなるのだと思います。とすれば、観光協会も含めた中で出店会も含めて

どういう方向がいいのかという議論しないとならないのだと思うのですけれども、その辺

そういうようなこと考えているのでしょうか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

仮店舗での出店に関しましては、昨年度来から観光協会、または出店会のほうとも打合

せ、協議をしてきてございます。ただ、先ほど申したとおり、建築基準に満たさないもの

については是正しない限り出店はできないというところを出店会のほうもご理解いただい

ているところでございます。この間観光協会、出店会のほうとの意見交換も数度やらせて

いただいた中で、店舗規模を今のプレハブサイズから小さくしてテントで併用するような

形、またはしっかり設計しながら出店する出店者、そういったご相談ありながら当課また

は建設課のほうで対応してきてございます。これまでの同様のプレハブ仮店舗での出店と
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いうものはかなり正直難しくなってきているのは事実ではございます。ですので、観光協

会との会議体の中でのお話でございますけれども、この在り方というところをしっかり考

えた中で出店希望を取っていくというような形で進めております。出店者につきましては、

個人で出せる、やれる出し方というのもございますので、しっかりそこは寄り添った中で

対応してきてございますので、今後も桜まつり盛り上げる出店者でございますので、そう

いった部分しっかり寄り添った形で対応してまいりたいと考えております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 聞きたいことというのは今後の在り方というか、例えば森の花見

のいいところというのは手ぶらで来てジンギスカンを食えるというところだと私は思っ

て、ほかのところそういう場所ないのです。だから、そういう店がもし出ないとすればそ

ういうのが消えるということなのです。できないということになりますよね、自分で持っ

ていくしか。だから、そういう形で今までの花見の在り方ががらっと変わるのではないの

と私は思っているの。だから、そうすると公園の今までの花見の会場のレイアウト自体も

変わってくるだろうし、そういうことも含めた話の方向性というのは考えているというふ

うに思っていいのですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 今後の桜まつりの在り方についてはやはり変えてい

かなければならないのかなと当課でも考えてございますし、観光協会も同様の認識で進め

ております。

以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） ほかに質疑ございますでしょうか。よろしいですか。

（「なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） 次に、152、153ページ上段、目３ふるさと応援対策費、質疑ご

ざいますでしょうか。

〇委員（斉藤優香君） このたびふるさと納税が大幅減収になってしまっているのですけ

れども、その原因と対策は取られるのか、今後どのような施策を考えているのかお願いし

ます。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、令和７年のふるさと納税でございますけれども、委員おっしゃるとおり令和６年

から比べまして大幅に減額となっております。これからさらに分析していかなければなら

ないのかなと考えておりますけれども、現時点でなぜ減額になっているかというところを

当課なりにも分析した中で、やはり１点は寄附者の志向、いわゆる嗜好品から日用品に変

化している部分というところ、また当町の目玉でございますイクラ、ホタテ等の、そうい

った商品が競争力の激しいところとの競争がございます。そういったところをしっかり強

化していく取組というところも必要な中で、事業者さんとしっかりその辺コミュニケーシ

ョン取りながら今後の寄附増大に努めていきたいと、そのように考えてございます。

改善点についてはそういった部分でございますけれども、よい点としましても新たな商



- 201 -

品が増額になっていたり、令和７年については９月の制度改正がございましたので、そこ

に向けた取組、年末先行予約というような形の施策を打って、９月のうちに寄附をいただ

いて年末に商品が届く、そういった取組もしている中で増額になっている部分もございま

すので、そういったよい点と改善点しっかり分析しながら次年度の寄附額向上に向けて取

り組んでまいりたいと思っております。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） やはりマイナス10億というのは考えられないほどの額だと思うの

です。町を揺るがす額だと思うのです。その中で増額になっている市町村もあるので、そ

ういうところの行って聞いてくるとか、意見交換させてもらうとか、今まで黙っていても

森町は売れるものがあったからこのような感じできたけれども、一旦こういうふうになっ

たときに本当に立ち直ることができるのかというのはすごく心配です。特に年末にオオズ

ワイのこともありました。その影響はなかったと考えていいですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えします。

次年度の寄附額向上に向けてこちらとしてもいろいろな自治体の参考事例とか、そうい

ったものも取り入れながら次年度は取り組んでいきたいと考えております。

また、年末にありました返礼品の商品の誤表示でございますけれども、若干の影響はあ

ったのかなと思っておりますが、大幅な影響はなかったと、そのように分析してございま

す。

以上です。

〇委員（斉藤優香君） 年末に駆け込みで商品が増えるということはあるのですけれども、

やっぱり通年通して一定のファンをつくっていかなければならないと思うのですけれど

も、そういう対策、そして嗜好品とか日用品ということでお米が今回すごく伸びたところ

があるって、森町もお米も作っていますし、そういうところをいち早く前面に押し出して

やるようなＰＲというのはこの先考えていらっしゃいますか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、通年通しての対策でございますけれども、今年度から取り組んでいる中身としま

しては事業者をまたいだ返礼品のセットですとか、そういったことも、なかなか出荷の時

期ですとか、そういったもので都合のつかない部分もあるのですけれども、事業者またぎ

の返礼品での定期便というような形も考えておりますし、あとはおっしゃるとおり新規主

力の返礼品という部分の開発という部分はしっかり行っていきたいと、そのように考えて

おります。

以上です。

〇委員（河野文彦君） ふるさと納税です。令和７年度は大幅な減、前年比で減になった

というところで大変残念です。それでも多くの方がまだまだ森町に寄附という形でご協力

いただいていることは本当に感謝しなければならないなという中で、あと金額的な話にな

ってきますけれども、以前に課長に何かの場面でもう森町の財政はふるさと納税の課長の
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手腕にかかっていますよというお話をしたことがあったなと今思い出していたのですけれ

ども、今の行財政改革の中でこの寄附の収入というのは物すごく大きいのです。今期は十

数億だったのかな、10億ちょっとだったのですけれども、今の森町の現状でいけば町税よ

りも固定資産税よりも多い収入ということで、本当に町の行く末を左右するぐらい重要な、

しっかり確保しなければならない財源かなというふうに思う中で、やっぱり僕これ寄附し

てくれる方の気持ち一つなので、なかなか難しいところはあると思うのですけれども、や

っぱり何かしらの努力をして確保するというところも大事だと思うのです。いろんなこと

が重なって森町は寄附額が下がったというようなお話をされることもあるかと思うのです

けれども、やっぱり増やしているところは増やしているし、例えば昨年ランキングでトッ

プだったような道北ですか、オホーツク海側の町ですとか道東の町なんかはやはり同じぐ

らいちゃんと寄附いただいているのです。ということは、やっぱり何かマーケティング的

な部分でのもう一努力がなければならないのかなというところに行き着いてしまうので

す。なので、いつもサイトの数を増やしましたとかというお話聞きますけれども、それだ

けではやっぱり足りないというのが令和７年度の数字として出てしまったと思うのです。

なので、今後８年度に向けて様々な形でのＰＲ、マーケティングがなければ本当に森町の

行く末を暗い方向に引っ張っていってしまうのではないかというぐらい大事なので、ぜひ

そこは、今後の話ですけれども、力入れていってほしいと思うのですけれども、いかがで

すか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） ありがとうございます。委員おっしゃるとおり、本

当に重要な財源の一つだと、そのような認識でおります。次年度におきましても寄附額向

上する取組として我々としましても努力、足を運びながらいろいろマーケティングしてい

きたいと、そのように考えております。直接つながるかどうかは分かりませんけれども、

先ほど観光費のほうでも知名度アップというところで取り組んでおりますので、森町とい

うところをしっかりＰＲする中で、寄附していただける方によい返礼品が届くような事業

という形で今後も進めてまいりたいと思います。

以上です。

〇委員（河野文彦君） 課長の手腕にかかっていますので、ぜひお願いします。

もう一点聞きたかったのは、これ前も聞いたことあるのですけれども、確認です。寄附

額からの繰り出しが３億8,000万、寄附額が10億ということで50％下回っているのです。前

にも確認して大丈夫だって聞いたことあるのですけれども、今期の８年度の予算の中でも

50％ルールに抵触しないというところが大丈夫かというところだけ確認させてください。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） 令和８年度の返礼品に関しての経費率でございます

けれども、50％を上回ることのないように進めていきます。ただ、昨年同様の回答となり

ますけれども、予算上どうしても寄附１件額を１万2,000円で設定した中で、かかる郵送料

ですとか、そういった部分をマックスで計上している部分もございますので、予算上で半

分というような形にならないような形にはなっておりますけれども、しっかりそこの経費
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率というのは守らなければならないルールの大事な一つでございますので、そこはルール

に抵触しない形で運用してまいります。

以上です。

〇委員（山田 誠君） このふるさと納税、以前から私もしつこいほど言っているのです

けれども、数年前ですか、岩国市に行ってきたのですけれども、ここでは市の中のイベン

トには全て出す。提供して出して、そしてその購入した方々から意見書をもらって改善を

すると、こういうやり方でやっているのです。森の場合はどこで何があろうがかにがあろ

うが全然行かない。行ったことありますか。だから、これでは知名度も何も、ＰＲもでき

ないです。だから、私は前から言っているように、ふるさと納税の該当企業者を集めて協

議会をつくって、2,000万なり3,000万をあげて全道にばらまくようにＰＲしたらいいので

ないですかって言っているのだ。さっぱりやらない。先般も北見市かな、今某委員も言っ

ていましたけれども、30億だ。片方は40億もあったのが20億だ。やっぱりただで入ってく

るのだから、売れば売れるほど入ってくるのです。このぐらいいいものはないです。だか

ら、前から言っているように、これは昔の土地保有税と同じでいずれはなくなると思うの

です。だから、なくなる前に財調に積んでためておいて預金でストックしておくというふ

うなことを考えないと、今の森町では何やるにしてもかにやるにしても計画やるときにシ

ミュレーションやらないのかというの。そういうことでは話にならぬのです。これだけは

気をつけてやっていただきたい。だから、その辺課長はどういうふうに考えているか答弁

願います。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

ＰＲ含めてですけれども、これまでも首都圏でのＰＲ活動、そういったものを行ってき

てございます。そういった場での森町のＰＲというのは非常に効果が大きいと、そのよう

に考えてございますし、またそういった取組をしながら今後もっともっとＰＲしていくと

いうところもございます。その辺につきましては、やはり経費率50％の縛りという部分も

ありますので、その範囲内でできる限りのことを行ってまいりたいなと思っております。

あとは町の重要な財源であるというところは当課としても認識してございますので、今後

もできる限り、制度続く限りでございますけれども、しっかりとふるさと応援寄附金集め

れるような取組というところを進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。

〇委員（山田 誠君） 楽して集めるよということなのだけれども、もう業者にも私も言

っているのだ、町から声かけ来たらやりなさいよと。やるということは、自分たちも売れ

るからもうけが入る。互いにもうけるのです。町ももうけるし、業者ももうける。そうい

うふうな相乗効果を持って対応しないと、企業だけがもうかる、または役場だけもうかる

といったらみんな駄目だよと、こうなるから。そういうことにならないようにきちっと膝

を交えて話をして、参加してくださいというふうなことで今年進めてください。いかがで

すか。
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〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

やはり返礼品事業を進める上で事業者とのコミュニケーションというのは大切なもので

あるというふうに認識してございます。本当に町と事業者しっかりウィン・ウィンの関係

でこのふるさと納税返礼品事業というのを進めていきたいと、そのように考えてございま

すし、新規の事業者というところも最近手を挙げていただけるところがたくさんございま

すので、どんどん参加していただけるような声かけであったりですとか、そういったもの

も当課として今後も積極的に進めてまいりたいと考えております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） これの中で交付金のところ、負担金補助及び交付金のところのふ

るさと納税ＰＲイベントの参加負担金で55万、これ具体的にＰＲイベントというのは何な

のですか。そして、何回ほどやられているのか。そして、多分その上にあるイベント用機

器借り上げ料14万も、それも含めての話だと思うのだけれども、その辺お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、負担金補助及び交付金の参加負担金でございますけれども、こちら年に１度ある

大きなイベントでございまして、令和７年度については横浜で行われたイベントでござい

ます。全国各地から多くの自治体が参加して、その場で町のふるさと納税のＰＲをすると

いうような大規模なイベントの参加費でございます。令和７年度につきましては当該返礼

品事業者も一緒に行っていただきながら、町の特産品をその場で試食できるような体験を

していただきながら、寄附を集めるというところにご尽力いただいているところでござい

ます。やはりそういった事業者が一緒に参加していただくというところが非常に効果があ

りながら、町としても特産品のＰＲ、そして町のＰＲ、そして寄附につながるというよう

な取組でございますので、令和８年度においても同様のＰＲを進めていきたいと、そのよ

うに考えております。

イベント用機器の借り上げ料でございますけれども、こちら負担金で参加している事業

へ持っていく冷凍ストッカーですとか、そういった機器の借り上げ料でございます。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） それで、年１回大規模のそういうイベントがあるのだというのは

いいのだけれども、このほかに道内とか、いろんな場所でそういうのをやっているのでは

ないですか。それを参加する意向というのはないのだろうかということと、町長の施政方

針の中で約12億の寄附金がというふうに書き方してプリントミスではないのと思ったの。

22億ではないのと思って見ていた、最初思って、びっくりしたのですね、10億も減ったと

いうことが。それで、10億円減るまでの、やっぱり今急に12月に減った話ではないですよ

ね。年々毎月のあれが出しているわけだから、それで傾向が分かっていたはずなのです。

そういうのを、これだけ減るというふうに認識したというのはいつ頃からなのですか。そ

して、そのときにきちっと対応していったのだろうか。例えば業者の、楽天とかという、

今その辺が思い浮かばないけれども、その辺の情報、そっちからの情報が当然あったと思
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うのです。そして、返礼品の品目からいうとどうも、私自身の子供たちがいて、それぞれ

ふるさと納税やっているのです。森のものも頼んでやっています。去年どういうふうにし

たかといったら米なのです。だけれども、森の町というのは米というのは一切ないですよ

ね。そしたら、米の部分に関して当てがあるのかというか、そういう打診、農家自体でも

いいのだろうけれども、そういうのというのはふるさと納税として利用できるかどうかの

話もしているのでしょうか。その辺お願いします。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

まず、イベントの参加でございますけれども、道内で開催されるイベント、または町内、

その他のイベントもこれまで参加してきた経緯はございます。やはり道内でのイベントと

いうところに参加してきた中で、どうしても首都圏の方からの寄附というのが大きいもの

がございます。道内はやはり競合する他の自治体と商品が似ているという部分もございま

すので、効果が少し薄いのかなというところは感じておりますので、やはりしっかり首都

圏、大都市圏からの寄附を募るような形でＰＲをしていくというところを主として考えて

いきたいと考えております。

また、減った理由という部分についての分析ですけれども、先ほどもちょっと説明触れ

ましたけれども、当町の返礼品についてはやはり競争が激しい分野での競争というところ

と、あとは寄附の、日用品か、あとは米、今年度については米の需要というところが大き

かったのかなと。その辺については需要の部分というのはしっかり分析した中で対策は練

ってきておりましたけれども、年末にかけての寄附額がうまく伸びなかったというのが実

績でございます。この辺についてはまたしっかり分析していきますけれども、やはり返礼

品競争という部分にどういった形で立ち向かっていくかというところと、あとは新規の返

礼品、委員おっしゃるとおりお米でございます。お米を扱っていきたいというような声も

聞いておりますので、そういった部分は積極的に取り入れていって、寄附額増やす取組と

いうところはしっかり進めていきたいと考えております。

以上です。

〇委員（松田兼宗君） 時期的にいうと12月にこれだけ落ちるということを認識したとい

うことなのだろうか。12月にどうしても集中するはずなのですが、その辺の認識はどうだ

ったのか。さらに、業者、ＰＲ業者というか、さっき楽天の話ししましたけれども、そう

いうところからの情報というか、森町さん、これだけ減っていますよという情報のやり取

りというのはなかったのでしょうか。それとも、こっちから取りに行かなければ教えない

のか、ちょっとその辺分からないのですけれども、その辺どうなのですか。

〇商工労働観光課長（白石秀之君） お答えいたします。

やはりふるさと納税のピークというのが年末に向けてでございます。今年度につきまし

ては10月の制度改正で９月の駆け込み需要、そういったところにも対応してきてございま

した。その後10月、11月というのは停滞する時期でもございますので、そこの対策という

のはなかなか参考にならないのかなと。ただ、年末に向けての対策としましては、やはり
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こちらも取りに行きますし、事業者からの情報の提供もございます。年末の後半に向けて

寄附が伸びなかったというところについては、９月の特殊な需要と、あと商品の高価格化

という部分で、この競争の部分で他の自治体にちょっと寄附が偏ってしまったところもあ

ると思っています。決して商品自体が負けているわけではございませんので、積極的にポ

ータルサイトなどで上位に食い込んできている商品も現にございます。そういったものは

伸びている実績もございますので、しっかりそういったものを分析して、ポータルサイト

でもしっかり目につくような取組というのは今後も考えて進めていきたいと、そのように

考えております。

以上です。

〇委員長（伊藤 昇君） ほかに質疑ございますでしょうか。よろしいですか。

（「なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） 次に、152、153ページ、款８土木費、項１土木管理費に入りま

す。

説明員交代のため暫時休憩します。

    ◎延会の議決

〇委員長（伊藤 昇君） ここでお諮りします。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声多数あり）

〇委員長（伊藤 昇君） 異議なしと認めます。

本日はこれで延会することに決定しました。

    ◎延会の宣告

〇委員長（伊藤 昇君） 本日はこれで延会します。

次回は、３月10日午前10時開会とします。

お疲れさまです。

延会 午後 ４時１４分


